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本荘地域「 一心 」
《岩淵下117-5 ☎23̶2482》
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■
今 

後

　

長
く
お
客
さ
ま
に
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
店

を
守
っ
て
い
き
た
い
。

　　　

今
は
ほ
と
ん
ど
を
亘
さ
ん
に

任
せ
、
仕
入
れ
や
掃
除
を
手
伝

っ
て
い
る
と
い
う
謙
一
さ
ん
。今

後
の
夢
を
伺
う
と
「
ま
ず
は
息

子
の
嫁
さ
ん
が
欲
し
い
。早
く

孫
の
顔
が
み
た
い
ん
だ
よ
」
と

笑
っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

寿
司
職
人
と
し
て
腕
を
磨
い

て
き
た
謙
一
さ
ん
と
、
新
し
い

ア
イ
デ
ア
も
形
に
し
て
い
く
亘

さ
ん
。親
子
二
代
で
互
い
を
認

め
な
が
ら
、
柔
軟
に
店
を
進
化

さ
せ
て
き
た
歩
み
は
、
と
て
も

強
い「
家
族
の
絆
」を
感
じ
さ
せ

ま
す
。

　

大
将
が
待
ち
焦
が
れ
る  

三

代
目  

が
板
場
に
立
つ
日
、
三
世

代
で
生
み
出
す
新
し
い
美
味
が

楽
し
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

4/22（火）
まで

4/22（火）
まで

4/22（火）
まで

■
こ
だ
わ
り

　

安
く
て
い
い
も
の
を
仕
入
れ

る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。手
間

を
惜
し
ま
ず「
い
い
料
理
」を
造

る
こ
と
。

■
よ
ろ
こ
び

　

お
客
さ
ま
の
「
お
い
し
か
っ

た
」が
最
高
の
喜
び
。

　　

寿
司
と
各
種
料
理
の
店
「
一

心
」の
、小
野
謙
一
さ
ん（
60
歳
）

・
亘
さ
ん（
33
歳
）に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

■
創 

業

　

昭
和
51
年
に
中
央
線
沿
い
で

創
業
し
、
８
年
後
に
現
在
の
場

所
に
移
転
。今
年
で
通
算
38
年

目
と
な
る
。

◇
息
子
の
亘
さ
ん
も
千
葉
県
で

の
修
行
を
経
て
寿
司
職
人
と
な

り
、
10
年
以
上
親
子
で
店
に
立

っ
て
き
た
と
い
う
。
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鷹島　紀子さん（西目地域）
佐藤　喜雄さん（本荘地域）
渡邊　幸夫さん（東由利地域）
鈴木　和子さん（東由利地域）
金森　　誠さん（岩城地域）
斉藤たか子さん（本荘地域）
畑山津美子さん（東由利地域）
三浦　和子さん（矢島地域）

喜怒哀楽から、「ギョーザ１皿
（5個入り）サービス券」をプレゼント！

◇
昨
年
７
月
に
は
店
舗

を
新
装
オ
ー
プ
ン
。こ

れ
を
期
に
、
店
の
切
り

盛
り
は
主
に
亘
さ
ん
が

担
っ
て
い
る
。

■
メ
ニ
ュ
ー

　

寿
司
・
刺
身
を
メ
ー

ン
に
、揚
げ
物
、煮
物
な

ど
各
種
料
理
を
提
供
。

◇
新
装
後
は
寿
司
・
刺

身
以
外
の
料
理
に
特
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
鍋

物
や
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
、

女
性
客
向
け
の
デ
ザ
ー

ト
な
ど
「
味
に
飽
き
さ

せ
な
い
工
夫
」
を
心
が

け
て
い
る
。

※写真はイメージです。
　実際の賞品とは異なります。

健やかな成長を祈り
　　　　　色とりどりに
健やかな成長を祈り
　　　　　色とりどりに
健やかな成長を祈り
　　　　　色とりどりに

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る

市
内
各
地
域
の「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」を
紹
介
し
ま
す
。

第
27
回
は
、本
荘
地
域
の「
一
心
」で
す
。

3人で楽しくがんばっています（左から紀子さん、謙一さん、亘さん）

《第27回》

ドリンク
サービス券
ドリンク

ドリンク
サービス券

●

●
●

●

●

本荘第一病院

マックス
バリュ

由利本荘市
第二庁舎

本荘グランド
ホテル

菊
長
商
店

本荘第

一心

営業時間／昼　予約のみ
　　　　　夜　16：00～
定 休 日／月曜日
席　　数／カウンター７席
　　　　　お座敷40人程度まで

）伺で場年
域
の「
人
気
の
お
店
」「
頑
張

域、本
荘
地
域
の「
一
心
」で
す
。

■るを

◇
昨
年
７
月
に
は
店
舗さまざまなお料理が楽しめます

 「由利本荘ひな街道」期間中の3月16日、カダーレで行われた
本荘ひなまつりには大勢の入場者が訪れ、つるし雛などの展示や、
多彩な催しを楽しみました。

 「由利本荘ひな街道」期間中の3月16日、カダーレで行われた
本荘ひなまつりには大勢の入場者が訪れ、つるし雛などの展示や、
多彩な催しを楽しみました。

 「由利本荘ひな街道」期間中の3月16日、カダーレで行われた
本荘ひなまつりには大勢の入場者が訪れ、つるし雛などの展示や、
多彩な催しを楽しみました。
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の
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
に
つ
い
て
も
、
先
月
、

急
き
ょ
上
京
し
、
国
に
対
し
強
く
要
望
し
て

ま
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。こ
の
度
の
、

国
の
補
正
予
算
に
よ
り
、「
国
療
跡
地
利
活

用
事
業
」
の
実
施
設
計
、
地
質
調
査
費
の
内

８
２
５
０
万
円
、「
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
事
業
」
に
つ
い
て
は
１
億
４
０
７
０

万
円
の
補
助
事
業
内
示
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。  

こ
れ
ま
で
の
、
国
や
関
係
機
関
へ
の

陳
情
・
要
望
が
今
回
の
補
正
予
算
と
し
て
実

現
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
の
効
果
的
な
支
援

に
よ
り
、
私
の
公
約
で
あ
り
ま
す
、
市
の
財

政
健
全
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
、
人
口
減
少
が
日
本
全
体
の

大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
国
土
審
議
会
の
「
国
土

の
長
期
展
望
」
に
よ
る
と
、「
我
が
国
の
総

人
口
は
、
２
０
０
４
年
を
ピ
ー
ク
に
、
今
後

１
０
０
年
間
で
、
明
治
時
代
後
半
の
水
準
に

戻
っ
て
い
く
」
と
さ
れ
、
今
か
ら
１
０
０
年

後
に
は
日
本
の
人
口
は
現
在
の
半
分
に
ま
で

減
少
す
る
と
い
う
、
非
常
に
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ

な
見
通
し
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
視
点
で
現
状
を
直

視
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
格
的
に
迎
え
る
人

口
減
少
社
会
の
中
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
を
ど
う
実
現
し
て
い
く
か
、
県
と
市
町
村

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
課

題
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
に
、

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の
秋
田
・
山
形

お
よ
び
山
形
・
新
潟
の
県
境
区
間
の
事
業
化

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
長
年
の

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
鳥
海
ダ
ム
に
つ
き
ま
し

て
も
、
事
業
継
続
の
決
定
が
な
さ
れ
、
ほ
っ

と
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
今
後
は
、
両
事
業
と
も
早
期
着
工
、

早
期
完
成
に
向
け
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
、

関
係
機
関
と
手
を
携
え
て
要
望
活
動
に
全
力

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
12
月
オ
ー
プ
ン
し
た
文

化
交
流
館
カ
ダ
ー
レ
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年

1
■新年度「施政方針」・予算概要

９
月
に
入
場
者
１
０
０
万
人
を
突
破
い
た
し

ま
し
た
。
文
化
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
今
後

ま
す
ま
す
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
有
効

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
ま
た
、
災
害
の
多
い
年
で
あ
り
ま

し
た
。
11
月
21
日
、
市
道
猿
倉
花
立
線
で
発

生
し
た
土
砂
崩
落
に
巻
き
込
ま
れ
、
作
業
員

５
名
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
改
め
て
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
土
砂
崩
落
を
受
け
、

そ
の
要
因
分
析
や
再
発
防
止
策
の
検
討
を
行

う
た
め
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
「
由
利
本
荘

市
『
市
道
猿
倉
花
立
線
』
土
砂
崩
落
技
術
調

査
委
員
会
」
を
設
置
し
、
12
月
25
日
に
第
１

回
委
員
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

数
回
の
委
員
会
開
催
の
上
、
調
査
を
行
い
、

年
内
に
は
結
果
を
取
り
ま
と
め
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

信
頼
と
期
待
に
応
え

信
頼
と
期
待
に
応
え

力
強
く
躍
進
す
る
由
利
本
荘
市
に

力
強
く
躍
進
す
る
由
利
本
荘
市
に

信
頼
と
期
待
に
応
え

力
強
く
躍
進
す
る
由
利
本
荘
市
に

　

本
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
２
月
18
日
か
ら
３
月
19
日
ま
で
開
か
れ
、
新
年
度

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
部
市
長
は
施
政
方
針
の
中
で
「
市
民
目
線
に
立
っ
た
市
政
運
営
に
全
力
を
傾

注
し
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

私
は
、
昨
年
４
月
、
無
投
票
で
再
選
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
、
２
期
目
を
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
努
力
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
決
意
を
新
た
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
２
期
目
の
市
政
運
営
に
あ
た
り
、

31
項
目
の
公
約
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
特
に

産
業
振
興
に
よ
る
雇
用
の
確
保
、
少
子
化
対

策
、観
光
振
興
に
重
点
を
お
い
て
取
り
組
み
、

「
力
強
く
躍
進
す
る
由
利
本
荘
市
」
を
つ
く

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

  

本
市
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
ま

す
「
国
療
跡
地
利
活
用
事
業
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
来
、
私
自
ら
が
、
何
度
と
な
く

上
京
し
、
国
や
国
会
議
員
、
関
係
機
関
に
対

し
、国
の
支
援
に
つ
い
て
陳
情
・
要
望
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
救
急
無
線

国
療
跡
地
利
活
用
事
業

国
の
支
援
受
け
大
き
く
前
進

重
点
施
策
の
演
述

要
約

財
政
と
次
期
総
合
計
画

　

平
成
26
年
度
の
重
点
施
策
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
次
の
７
点
に
重
点
を
置
き
な
が

ら
施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
「
財
政
と
次
期
総
合
計
画
」

で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
新
年
度
予
算
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
を
含
む
実
質
交
付
税
を
、
前
年
度
比

０
・
２
㌫
減
の
ほ
ぼ
前
年
並
み
で
見
込
ん

だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
歳
入
の

根
幹
で
あ
る
市
税
に
つ

い
て
は
、
固
定
資
産
税

が
家
屋
の
新
増
築
の
増

加
に
伴
い
伸
び
た
も
の

の
、法
人
市
民
税
で
は
、

地
域
経
済
の
動
向
が
不

透
明
で
あ
る
た
め
減
額

を
見
込
ん
で
お
り
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
財
政
計

画
、
総
合
発
展
計
画
、

定
住
自
立
圏
構
想
を
基

本
に
、「
雇
用
」、「
観

光
」、「
環
境
」、「
健
康
」、

「
教
育
」
の
５
Ｋ
に
加

え
、「
防
災
」
に
重
点

を
置
き
、
地
域
雇
用
創

出
推
進
基
金
、
地
域
の

元
気
臨
時
交
付
金
基
金

を
活
用
し
編
成
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

財
政
の
健
全
化
は
、

あ
ら
ゆ
る
市
政
運
営
の

基
本
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
平
成
25

年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
は
14
㌫
台
と
な

る
見
通
し
で
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
財

政
規
律
を
保
ち
な
が
ら
健
全
な
財
政
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
か

ら
は
普
通
交
付
税
の
合
併
特
例
に
よ
る

「
算
定
替
え
」
分
の
逓
減
が
始
ま
る
こ
と

か
ら
、
新
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行

財
政
改
革
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
き

ま
し
て
は
、
本
市
を
含
め
全
国
的
な
人
口

減
少
社
会
や
少
子
高
齢
化
と
い
う
重
層
的

な
課
題
に
応
え
る
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
と
し

て
、
農
商
工
・
観
光
を
始
め
、
雇
用
、
教
育
、

福
祉
、
保
健
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
お
い

て
、「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
創
造
し
て

い
く
」
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
引
き
続

き
策
定
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
の
各
界
各
層
か
ら
な
る

「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
を

開
催
し
、
市
民
の
多
様
な
意
見
・
提
言
を

基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
反
映
さ
せ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
次

期
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
現
総
合
発

展
計
画
の
点
検
・
分
析
を
行
い
な
が
ら
、

市
民
要
望
を
念
頭
に
置
き
、
長
期
視
点
に

立
っ
た
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の

最
高
点
を
目
指
し
、
市
民
と
と
も
に
つ
く

り
あ
げ
る
ビ
ジ
ョ
ン
に
取
り
ま
と
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

定
住
自
立
圏
構
想
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
市
の
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

平
成
26
年
度
を
も
っ
て
最
終
年
度
を
迎
え

ま
す
が
、
期
間
終
了
後
も
引
き
続
き
継
続

し
、
幅
広
い
政
策
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

国
の
「
定
住
自
立
圏
の
今
後
の
あ
り
方
に

関
す
る
懇
談
会
」
に
お
い
て
、
大
幅
な
財

政
措
置
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
る
動
き
も

あ
り
情
報
収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
解
決
お
よ
び
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
、
各
地
域
に
設

置
し
ま
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
自
主
的
・
自
発
的
な
取

り
組
み
を
期
待
し
て
お
り
、
市
民
と
行
政

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
本
市
に
お
け
る
こ
れ
か
ら

の
住
民
自
治
の
あ
り
方
に
つ
い
て
共
に
考

え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
活
力
増
進
と
連
帯
感
の

創
出
を
図
る
た
め
、
市
民
が
主
体
と
な
り

企
画
・
実
践
す
る
「
地
域
づ
く
り
推
進
事

業
」
を
継
続
し
、
地
域
の
独
自
性
と
活
力

を
発
揮
で
き
る
活
動
や
事
業
に
対
し
て
支

援
を
行
い
、地
域
の
活
性
化
や
交
流
拡
大
、

ひ
い
て
は
市
全
体
の
活
力
向
上
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
と
し
て
、

引
き
続
き
、生
活
バ
ス
路
線
の
維
持
確
保
、

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
な
ど
、
公

共
交
通
施
策
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

県
外
・
市
外
か
ら
の
人
口
の
移
住
を
促

し
、
本
市
に
お
け
る
定
住
人
口
の
確
保
を

図
る
た
め
、
空
き
家
情
報
お
よ
び
、
子
育

て
支
援
や
教
育
・
福
祉
な
ど
の
生
活
関
連

情
報
を
一
元
的
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、

市
外
か
ら
の
移
住
者
で
住
宅
取
得
な
ど
の

要
件
を
満
た
し
た
方
を
対
象
と
す
る
「
定

住
促
進
奨
励
金
」
制
度
を
創
設
し
て
ま
い

り
ま
す
。

市
長
施
政
方
針

要
約

第１回新たなまちづくり検討委員会
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2
　

ま
た
、
去
る
２
月
４
日
に
は
、
県
知
事

よ
り
「
総
合
防
災
公
園
の
都
市
計
画
事
業

認
可
」
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
実
施
設
計
業
務
と
計

画
地
と
な
る
用
地
の
買
戻
し
を
進
め
、
平

成
27
年
度
か
ら
の
工
事
着
手
に
向
け
て
、

さ
ら
に
具
体
の
作
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

３
点
目
は
「
産
業
振
興
と
雇
用
確
保
」

で
あ
り
ま
す
。

　

地
元
企
業
は
、
地
域
の
新
産
業
を
実
現

す
る
原
動
力
で
あ
り
、
地
域
経
済
の
大
き

な
支
え
で
あ
り
ま
す
。
市
で
は
昨
年
制
定

し
た
「
地
域
特
性
を
活
か
し
た
産
業
振
興

と
中
小
企
業
の
育
成
に
関
す
る
条
例
」
を

産
業
振
興
に
お
け
る
包
括
的
な
指
針
と
位

置
づ
け
、
施
策
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
地
元
企
業
と
の
情
報
交

換
を
通
じ
、
必
要
に
応
じ
た
支
援
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
れ
に
加
え
、ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
企
業
誘
致
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
企
業
進
出
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
ほ
か
に

も
、
市
工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
本
に
、

　

２
点
目
は
「
国
療
跡
地
利
活
用
事
業
」

で
あ
り
ま
す
。

　

国
療
跡
地
利
活
用
事
業
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
市
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

国
療
跡
地
利
活
用
基
本
計
画
案
に
対
す
る

市
議
会
の
合
意
を
得
た
後
、
12
月
に
当
該

基
本
設
計
業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
て
お

り
、
現
在
、
基
本
設
計
に
係
る
詳
細
作
業

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 国

療
跡
地

　

利
活
用
事
業

3
産
業
振
興
と

　
　

雇
用
確
保

「
中
小
企
業
融
資
斡
旋
資
金
事
業
」
に
よ

る
設
備
投
資
の
資
金
供
給
支
援
、「
地
域

企
業
国
際
化
人
材
育
成
事
業
」
に
よ
る
従

業
員
の
語
学
研
修
支
援
、「
省
エ
ネ
改
修

事
業
支
援
事
業
」に
よ
る
工
場
等
の
電
気
、

ガ
ス
な
ど
の
省
エ
ネ
を
目
的
と
し
た
改
修

支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、「
新
規
雇
用

奨
励
助
成
事
業
」「
雇
用
支
援
対
策
助
成

事
業
」
の
企
業
支
援
と
、「
就
業
資
格
取

得
支
援
助
成
事
業
」
に
よ
る
求
職
者
へ
の

就
職
支
援
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
林
地
残
材
の
買
い
入
れ
を
通
じ
た

小
規
模
林
業
に
よ
る
雇
用
創
出
の
有
効
性

を
探
る
「
雇
用
創
出
実
践
事
業
」
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
商
業
振
興
策

と
し
て
は
、市
商
工
会
と
の
連
携
に
よ
り
、

「
地
域
商
業
振
興
事
業
」
を
実
施
し
、
中

山
間
地
域
に
お
け
る
「
出
張
に
ぎ
や
か
商

店
街
」
へ
の
開
催
に
補
助
す
る
ほ
か
、
空

き
店
舗
活
用
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
農
業
６
次
産
業
化
や
観
光

資
源
の
商
品
化
な
ど
成
長
が
期
待
さ
れ
る

産
業
の
育
成
や
、
市
雇
用
創
造
協
議
会
の

事
業
を
通
じ
、
積
極
的
に
雇
用
の
場
の
創

出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
振
興
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
本
市
は
国
指
定
史
跡
「
鳥
海
山
」

を
中
心
と
し
た
豊
か
な
自
然
や
、
番
楽
を

は
じ
め
と
す
る
歴
史
あ
る
民
俗
文
化
な

ど
、
多
様
な
観
光
資
源
を
有
し
て
お
り
、

そ
の
資
源
を
磨
き
上
げ
、
観
光
地
と
し
て

の
魅
力
を
向
上
さ
せ
た
上
で
観
光
誘
客
を

促
進
し
、
産
業
と
経
済
の
活
性
化
に
結
び

つ
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、「
秋
田
県
市
町
村

未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
し
て
、

『
鳥
海
山
を
核
と
し
た
広
域
観
光
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
、
に
か
ほ
市
と
連
携
し

て
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、

「
鳥
海
観
光
エ
リ
ア
」
を
一
体
的
に
構
築

す
る
た
め
、「
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
魅
力
向

上
の
た
め
の
環
境
整
備
」、「
観
光
案
内
拠

点
施
設
の
整
備
」、「
鳥
海
山
麓
の
二
次
ア

ク
セ
ス
の
構
築
」
を
柱
に
事
業
を
推
進
い

た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、環
鳥
海
地
域
を
形
成
す
る
、

に
か
ほ
市
な
ら
び
に
庄
内
地
域
と
の
広
域

連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、
鳥
海
山
の
知
名

度
や
、
観
光
地
と
し
て
の
認
知
度
の
向
上

に
努
め
、
エ
リ
ア
へ
の
誘
客
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
の
食
や
文
化
を
活
用
し
た
体

験
型
の
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
、
滞
在
型
観
光

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

に
か
ほ
市
、
酒
田
市
、
遊
佐
町
と
連
携
し

取
り
組
ん
で
い
る
、
鳥
海
山
を
核
と
し
た

ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
向
け
、
４
市
町
に
よ

る
先
進
地
視
察
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事

業
に
よ
る
、
宿
泊
費
助
成
を
行
い
な
が
ら

大
会
や
合
宿
を
誘
致
す
る
ほ
か
、
国
民
文

化
祭
の
開
催
に
合
わ
せ
「
宿
泊
得
々
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

訪
日
観
光
誘
客
に
つ
い
て
は
、
韓
国
や

台
湾
で
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、
本
市

を
売
り
込
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
特
に

台
湾
か
ら
の
誘
客
実
績
が
伸
び
る
な
ど
、

海
外
ツ
ア
ー
客
の
誘
致
に
直
結
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

農
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
担
い
手
・
生
産
組

織
の
育
成
を
図
り
、「
水
田
フ
ル
活
用
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
地
域
特
性
を
活
か

し
た
産
地
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

Ｊ
Ａ
と
連
携
し
土
づ
く
り
肥
料
散
布
に

よ
る
「
高
品
質
・
良
食
味
米
」
生
産
へ
の

取
り
組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、「
鳥

海
り
ん
ど
う
」、「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」、「
ミ

ニ
ト
マ
ト
」
な
ど
、
立
地
条
件
を
活
か
し

た
収
益
性
の
高
い
作
物
の
振
興
と
、
６
次

産
業
化
に
よ
る
新
た
な
付
加
価
値
の
創
出

に
取
り
組
み
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

畜
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
畜
産
農
家
が

安
心
し
て
営
農
継
続
、
ま
た
は
規
模
拡
大

が
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
と
、
優
良
な

繁
殖
雌
牛
の
確
保
に
よ
る
、
子
牛
産
地
の

形
成
、「
秋
田
由
利
牛
」
の
生
産
振
興
・

消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
荘
地
域
と
鳥
海
地
域
の
県
営
ほ
場

整
備
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
農
地

の
区
画
拡
大
や
暗
渠
排
水
の
整
備
を
行
う

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業
を
実
施
し
、
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
や
農
業
の
高
付
加
価

値
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
有

林
造
林
促
進
事
業
、
森
林
整
備
地
域
活
動

支
援
交
付
金
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
地

元
産
材
の
生
産
拡
大
と
林
家
所
得
の
向
上

を
図
る
た
め
、
木
材
加
工
施
設
整
備
へ
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
等

設
置
へ
の
補
助
を
行
い
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
港
施
設

機
能
強
化
事
業
と
強
い
水
産
業
づ
く
り
交

付
金
を
活
用
し
、
安
全
な
漁
業
活
動
の
推

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

事　　　業　　　名 事業費（千円）

1. 財政と次期総合計画
まちづくり協議会費 2,713
地域づくり推進事業費 26,469
公共施設等維持補修基金　 100,000
生活バス路線等維持事業 122,428
コミュニティバス運行事業 98,366

2. 国療跡地利活用事業
総合防災公園整備事業 885,694

3. 産業振興と雇用確保
地域ブランド確立推進事業 1,680
農業６次産業化支援事業 7,500
地域工業振興事業 3,410
観光振興事業 450
特産品振興事業 1,000
観光誘客促進事業 1,265
緊急就職支援研修事業 4,000
就業資格取得支援事業 2,500
新規雇用奨励助成事業（新卒者の雇用奨励） 20,000
雇用支援対策助成金事業（離職者の雇用支援） 10,000
雇用創出実践事業 3,323
農業・６次産業化雇用支援事業 18,000
農業基盤整備促進事業 673,320
木材加工流通施設等整備事業 11,600
地域木材利活用振興事業 2,000
民有林造林促進事業 26,618
製造業離転職者起業支援事業 1,000
雇用奨励金事業（立地促進条例指定事業者への奨励金） 5,000
石脇貸し工場駐車場造成事業 11,567
住宅リフォーム助成事業 80,000
強い水産業づくり交付金事業 26,010
土地利用型作物支援事業 13,200
秋田由利牛振興対策事業 10,342
西目パーキングエリア活用事業 8,785
あきた未来づくりプロジェクト推進事業 14,656
訪日観光誘客促進事業 5,713
ゆりの里交流センター大規模修繕事業 20,117

4. 消防・防災
非常備消防施設整備事業（耐震性貯水槽５基） 35,348
津波安全対策事業（津波避難タワー設置） 47,300
冬期間遭難対策事業（雪上車購入 ) 15,000
同報系防災行政無線整備事業 400,000
消防救急無線デジタル化整備事業 740,081
由利本荘市消防庁舎建設事業 2,206,450

5. 教育・文化・健康福祉
病院群輪番制病院運営事業  19,556
遠隔地受診受付システム事業 7,654
巡回診療支援事業 332
母子保健事業 72,176
東北由利本荘・にかほ地域消化器がん研究寄附講座寄附金
 14,000
地域ミニディサービス活動支援事業 270
「ホット・ヒート！科学の心」推進事業　 2,000
民俗芸能伝承活動事業 729
図書館整備事業 14,000
東光苑空調設備改修事業 22,055

桑ノ木台湿原から望む鳥海山
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■新年度「施政方針」・予算概要

　

４
点
目
は「
消
防
・
防
災
」で
あ
り
ま
す
。

　

新
消
防
庁
舎
は
、
大
規
模
災
害
な
ど
に

お
け
る
防
災
活
動
拠
点
と
し
て
の
機
能
向

上
の
ほ
か
、
避
難
住
民
の
受
け
入
れ
な
ど

を
想
定
し
、
自
家
発
電
設
備
と
と
も
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す
る
な
ど
災

害
に
強
い
自
立
・
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
庁
舎
と
し
て
、
平
成

26
年
度
完
成
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

新
消
防
庁
舎
の
通
信
指
令
室
に
は
最
新

の
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
迅
速
か
つ
的
確
な
初
動
体
制
の
整
備

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
消
防
救

急
無
線
は
、
電
波
法
関
係
法
令
の
改
正
に

伴
い
、
平
成
28
年
５
月
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル

方
式
の
無
線
シ
ス
テ
ム
に
移
行
を
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
中
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

消
防
車
両
の
更
新
や
耐
震
性
貯
水
槽
の
整

備
な
ど
、
消
防
施
設
や
装
備
の
一
層
の
充

実
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
避
難
勧
告
な
ど
の
防
災
情
報
伝

達
手
段
の
同
報
系
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ

ム
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
22
年
度
に
本

荘
・
岩
城
・
西
目
地
域
を
対
象
に
津
波
対

策
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
後
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
）
と
の
連
動
を
図
り
、
緊
急
放
送

が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
て
い
る
同
報
系

防
災
行
政
無
線
設
備
の
全
市
的
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

既
に
配
備
さ
れ
て
い
る
本
荘
・
岩
城
・
西

目
地
域
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
に
基
地
局

の
改
修
を
含
め
、
子
局
の
デ
ジ
タ
ル
化
と

増
設
を
行
い
住
民
伝
達
の
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
同

報
系
防
災
行
政
無
線
設
備
が
必
要
な
内
陸

地
域
に
つ
い
て
は
、
導
入
に
向
け
た
基
本

設
計
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

津
波
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
一
昨
年
に

県
が
公
表
し
た
津
波
関
連
デ
ー
タ
を
基

に
、
避
難
困
難
地
区
と
さ
れ
る
西
目
地
域

海
士
剥
地
区
に
「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
」
を

整
備
し
、
津
波
に
備
え
る
と
と
も
に
避
難

訓
練
の
際
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防

災
意
識
の
継
続
的
な
啓
発
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
海
山
麓
な
ど
で
の
冬
山
遭
難

に
備
え
「
雪
上
車
」
を
更
新
し
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
25
年
度
に
引
き
続
き
、

各
地
域
の
主
な
避
難
場
所
へ
ソ
ー
ラ
ー
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
灯
を
設
置
す
る
ほ
か
、
本
市
地

域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
災
害
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
防
災
体
制
の
一
層

の
充
実
・
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

4
消
防
・
防
災

5
教
育
・
文
化
・

　
　

健
康
福
祉

　

５
点
目
は
「
教
育
・
文
化
・
健
康
福
祉
」

で
あ
り
ま
す
。

　
「
教
育
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
４

月
に
開
校
す
る
岩
城
小
学
校
の
完
成
に
伴

い
、
道
川
小
学
校
の
解
体
工
事
を
実
施
す

る
ほ
か
、
引
き
続
き
東
由
利
中
学
校
改
築

工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、
大
内
地
域
統

合
中
学
校
の
使
用
校
舎
と
な
る
出
羽
中
学

校
の
大
規
模
改
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育

環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
秋
田
県
で
初
め
て
開
催

さ
れ
る
「
国
民
文
化
祭
」
本
番
の
年
で
あ

り
ま
す
。
本
市
で
は
、
早
速
４
月
か
ら
、

市
の
独
自
事
業
と
し
て
、
各
地
域
を
歩
い

て
巡
る
「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
事
業
を
実
施
し
、

本
市
の
多
様
な
文
化
資
源
を
活
用
し
、
紹

介
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
10
月
４
日

か
ら
は
カ
ダ
ー
レ
を
主
会
場
に
５
つ
の
主

催
事
業
を
順
次
開
催
し
、
同
時
に
本
市
の

特
色
あ
る
食
文
化
を
紹
介
す
る
「
食
の
イ

ベ
ン
ト
」
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
事
業
を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

地
元
の
文
化
資
源
や
地
域
の
宝
を
再
発
見

し
て
い
た
だ
き
、
全
国
へ
の
情
報
発
信
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
今
年
度
の
カ
ダ
ー
レ
自
主
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
東
京
都
交
響
楽
団

に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
や
太
鼓
芸
能

集
団
「
鼓
童
」
の
公
演
、
国
際
的
な
女
声

合
唱
団
の
公
演
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、

質
の
高
い
充
実
し
た
舞
台
芸
術
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、「
第

６
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
医
療･

福
祉･

介
護
が

連
携
し
た
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
的
に
提
供
し
、
地
域
で
支
え
合

う
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て

は
、「
健
康
由
利
本
荘
21
計
画
」
に
基
づ

き
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
が
ん

検
診
対
策
と
し
て
は
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が

ん
検
診
の
受
診
率
を
上
げ
る
た
め
、
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
未
受
診
者
へ
再
配
布
し
、

受
診
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
事
業
で
は
、
妊
婦
や
乳
幼
児

健
診
、
５
歳
児
全
員
の
健
康
相
談
を
は
じ

め
、
少
子
化
対
策
と
し
て
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
を
継
続
し
、
ま
た
、
感
染
症
予
防

対
策
事
業
で
は
、
各
種
予
防
接
種
や
、
昨

年
全
国
的
な
流
行
が
あ
っ
た
風
疹
に
対
す

る
予
防
接
種
の
全
額
助
成
を
継
続
し
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

栄
養
指
導
事
業
で
は
、
各
地
域
の
乳
幼

児
健
診
や
特
定
健
診
事
業
に
お
け
る
栄
養

教
室
と
栄
養
指
導
を
行
い
、
市
民
の
健
康

管
理
と
食
育
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
鳥
海
診
療
所
に
お
い
て
新
た
な

体
制
で
の
地
域
医
療
に
取
り
組
む
ほ
か
、

東
京
医
科
大
学
に
寄
付
講
座
を
設
け
、
地

域
の
中
核
病
院
で
あ
り
ま
す
由
利
組
合
総

合
病
院
へ
の
医
師
確
保
と
医
療
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
安
心
し
て
出
産
や
子
育
て
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ
と
と
も
に
、

子
育
て
応
援
社
会
へ
の
基
本
プ
ラ
ン
と
な

る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

の
策
定
や
、平
成
27
年
度
か
ら
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
シ
ス
テ
ム
運
用
に
向

け
た
準
備
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
市
立
の
保
育
園
・
幼
稚
園
の
運
営
に

つ
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も
を
育
む
環
境
を

第
一
に
考
え
な
が
ら
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

や
地
域
の
皆
さ
ん
に
丁
寧
に
説
明
し
、
ご

意
見
を
伺
い
な
が
ら
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
制
度
お
よ
び

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
安
定
し
た

運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て
家
庭

を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
６
年
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
と
中
学
３
年
生
ま
で
の
入
院

医
療
費
の
全
額
助
成
を
引
き
続
き
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

た
に
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
る
第
４
期
障

が
い
者
福
祉
計
画
の
策
定
に
取
り
か
か
る

と
と
も
に
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
着
実
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
26
年
度
に
は
、

障
が
い
者
通
所
施
設
と
な
る
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
を
新
た
に
矢
島
地
域
に
開
設

し
、
障
が
い
を
持
つ
方
が
地
域
に
お
い
て

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

事　　　業　　　名 事業費（千円）

大内スクールバス車庫建設事業 38,671
鳥海中学校暖房機改修事業 15,000
アクアパル建物・外構改修事業 65,000
善隣館外壁等改修事業 23,128
文化交流館第２駐車場設計及び地盤調査事業 9,777
国民文化祭開催事業 33,871
東由利中学校改築事業 1,278,890
大内地域（出羽）中学校大規模改修事業 224,200
民俗芸能伝習拠点施設整備事業 4,017

6. 社会資本整備
道路改良維持補修事業 773,618
除雪機械購入事業 69,208
急傾斜地崩壊対策事業 3,400
除雪ステーション整備事業 9,003
羽後本荘駅東西自由通路調査事業 30,000
公共下水道事業（本荘処理区） 307,085
特定環境保全公共下水道事業（岩城・由利・西目） 178,785
集落排水事業（由利・東由利）  371,354
簡易水道施設整備事業（矢島・東由利・大内） 80,222

7. 環境と再生可能エネルギー 
本荘清掃センター基幹的設備改良事業  1,980,451
ごみ減量化推進事業費 59,251
太陽光発電システム設置費補助事業 4,000
再生可能エネルギー等導入推進事業 348,008

昨年の市総合防災訓練（大内地域）



衛生費
4,663,678
（9.3％）
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歳出
501億円

公債費
7,040,112
　（14.1％）

諸支出金
203（0.0％）

予備費
50,000（0.1％）

議会費
276,539（0.6％）

総務費
5,551,046
（11.0％）

民生費
12,868,244
（25.7％）

労働費
201,355（0.4％）

農林水産業費
3,647,253（7.3％）

商工費
1,058,398（2.1％）

土木費
4,624,918
（9.2％）

消防費
5,223,911
（10.4％）

教育費
4,860,005
（9.7％）

災害復旧費
34,338（0.1％）

　

６
点
目
は
「
社
会
資
本
整
備
」
で
あ
り

ま
す
。

　

市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
図
る
た

め
、
生
活
幹
線
市
道
の
法
面
点
検
を
実
施

し
、
法
面
の
健
全
度
を
把
握
し
て
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
事
業
で
田
尻
石
脇
線
、竜
巻
１
号
線
、

石
ノ
花
環
状
線
等
、
市
道
改
良
工
事
を
実

施
し
、
通
学
路
な
ど
の
安
全
対
策
の
強
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

都
市
計
画
事
業
で
は
羽
後
本
荘
駅
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
や
東
西
自
由
通
路
、
駅
東

口
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ

り
具
体
的
な
検
討
の
た
め
利
用
実
態
調
査

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
26
年
度

に
は
、Ｊ
Ｒ
や
関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね

な
が
ら
、
測
量
調
査
や
概
略
設
計
を
実
施

し
、
事
業
化
に
向
け
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
ま
す
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成

事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
継
続
し
て
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
石
脇

地
区
を
中
心
に
整
備
区
域
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
既
存
施
設
の
長
寿
命
化
の

た
め
、
水
林
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
詳
細
設
計

お
よ
び
道
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
設
備
更
新

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
前
郷
浄
化
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
西
目
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
計
画

策
定
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
東
由
利
地

域
の
田
代
・
黒
渕
地
区
の
整
備
を
継
続
実

施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
処
理
施
設
の
機

能
強
化
に
つ
い
て
は
、
由
利
地
域
の
黒
沢

明
法
地
区
の
設
備
更
新
と
吉
沢
地
区
の
実

施
設
計
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

簡
易
水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
大
内
第

三
簡
易
水
道
お
よ
び
東
由
利
簡
易
水
道
の

統
合
事
業
を
継
続
実
施
し
、
更
に
大
内
第

一
簡
易
水
道
お
よ
び
矢
島
地
域
の
元
町
南

簡
易
水
道
と
熊
之
子
沢
簡
易
水
道
の
整
備

統
合
に
向
け
計
画
策
定
に
着
手
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
水
道

事
業
第
１
次
施
設
整
備
計
画
」
の
８
年
目

を
迎
え
、
継
続
事
業
で
あ
る
子
吉
浄
水
場

耐
震
化
・
改
良
工
事
と
基
幹
管
路
の
更
新

工
事
を
推
進
し
、
安
全
・
安
心
で
災
害
に

強
い
水
道
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ガ
ス
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
年
管

対
策
と
し
て
石
脇
地
域
に
電
気
防
食
装
置

を
新
た
に
設
置
し
、
ガ
ス
導
管
施
設
の
更

な
る
安
全
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
地
元
由
利
原
産
の
環
境
に
優
し
い

ク
リ
ー
ン
な
天
然
ガ
ス
の
利
用
促
進
、
普

及
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
身
近
な
情
報
を
伝
え
る
市
民
の
テ
レ

ビ
局
「
ゆ
り
ほ
ん
テ
レ
ビ
」
と
し
て
親
し

ま
れ
、
多
く
の
市
民
に
視
聴
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
制
作
番
組
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
県
外
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系

列
の
放
送
、
専
用
端
末
に
よ
る
緊
急
・
防

災
情
報
の
提
供
や
無
料
電
話
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
、
加
入
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
テ
レ
ビ
画
面
を
通
し
た
高
齢

者
の
買
い
物
支
援
や
見
守
り
支
援
の
実
証

実
験
事
業
を
行
い
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

活
用
し
た
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
可
能
性

を
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。

6
社
会
資
本
整
備

7
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

７
点
目
は
「
環
境
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
で
あ
り
ま
す
。

　

本
荘
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
基
幹
的
設
備
改

良
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度

完
成
の
見
込
み
で
あ
り
、
統
合
が
予
定
さ

れ
て
い
る
矢
島
鳥
海
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
利

活
用
等
に
係
る
基
本
的
な
計
画
を
策
定

し
、
尚
一
層
の
廃
棄
物
処
理
施
設
の
利
便

性･

効
率
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
き
ま
し
て

も
、生
ご
み
の
堆
肥
化
を
推
進
す
る
た
め
、

簡
易
に
取
り
組
み
や
す
い
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
へ
の
補
助
金
交
付
や
講
習
会
の

開
催
な
ど
を
実
施
し
、
循
環
型
社
会
形
成

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
き
ま
し
て

は
、
恵
み
豊
か
な
環
境
を
確
保
し
、
地
球

温
暖
化
防
止
、
自
治
体
に
お
け
る
災
害
対

策
機
能
の
強
化
を
目
的
に
、
太
陽
光
、
風

力
、
小
水
力
お
よ
び
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
に
基
づ
く
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
を
四
本
柱
と
し
て
、
引
き
続
き
施
策
展

開
を
図
る
と
と
も
に
、
地
元
企
業
の
立
ち

上
げ
な
ど
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
26
年
度
の
市
政
運
営
の
基

本
的
な
考
え
方
お
よ
び
重
点
施
策
の
概
要

に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
均
衡
あ
る
市
政
発
展
の
た
め
、
市
民

目
線
に
立
っ
た
市
政
運
営
に
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議

員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

当初予算総額　当初予算総額　501億円501億円当初予算総額　501億円
平成 26年度　一般会計

予算の概要

　平成26年度の予算編成では、一般財源の確保が厳し
い中、財政計画、総合発展計画、定住自立圏構想を基本
に「雇用」・「観光」・「環境」・「健康」・「教育」の５Ｋに加え、
公共施設の耐震補強、津波安全対策、同報系防災無線の
整備など「防災」を重点に編成しました。
　昨年度からの継続事業である本荘清掃センター基幹的
設備改良事業や消防庁舎建設事業の約40億円に加え、
あきた未来づくりプロジェクト推進事業、学校建設事業、

羽後本荘駅東西自由通路調査事業や総合防災公園整備事
業などに着手します。ソフト事業では、教育をはじめ少
子化対策などに配慮しました。また、雇用対策、地域経
済対策、観光誘客事業、農林畜産業の振興対策を積極的
に計上しています。
　厳しい財政状況の中にあってなお一層市民の皆さんの
理解と協力をいただき、市の均衡ある発展と地域経済の
活性化、安全安心のまちづくりを全力で展開します。

▼
特
別
会
計
・
企
業
会
計 

予
算
概
要

特　別　会　計　名 予　算　額（千円）
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
診 療 所 運 営
休 日 応 急 診 療 所 運 営
情 報 セ ン タ ー
地 域 情 報 化 事 業
奨 学 資 金
介 護 サ ー ビ ス
下 水 道 事 業
集 落 排 水 事 業
簡 易 水 道 事 業
ス キ ー 場 運 営
小 友 財 産 区
北 内 越 財 産 区
松 ヶ 崎 財 産 区
小                   計
水 道 事 業
ガ ス 事 業
小                   計
合                   計

9,910,689
767,059
471,848
10,629
403,303
112,910
67,480
768,007
2,806,185
2,222,470
890,864
143,268
2,811
16
876

18,578,415
2,997,178
1,644,415
4,641,593
23,220,008

歳入
501億円

市税
7,906,501
　（15.8％）

自主自主
　財源　財源
自主
　財源

市債
8,794,200
　（17.6％）

国県
支出金
9,263,055
　（18.5％）

地方交付税
19,837,508（39.6％）

105億105億
4,243万7千円4,243万7千円
105億
4,243万7千円

分担金・負担金
444,796（0.9%）

使用料・手数料
519,119（1.0%）

財産収入
199,521（0.4%）

繰入金
675,471（1.3%）

諸収入等
797,029（1.6%）

地方譲与税
530,000（1.1%）

交付金
1,132,800（2.3%）

源

依
存
財

源

依
存
財

395395億5,7565,756万3千円千円395億5,756万3千円

羽後本荘駅
［単位 :千円］［単位 :千円］
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退
職
者
は
45
人（
早
期
退
職
者
を
含
む
）

で
、職
員
総
数
は
１
０
４
７
人（
消
防
１
８

５
人
含
む
）と
な
り
、対
前
年
同
期
比
４
人

の
減
。（
消
防
増
減
な
し
）

【
本
庁
】

▼
新
農
政
の
ス
タ
ー
ト
に
対
応
す
る
た
め
、

　

農
林
水
産
部
に
職
員
を
増
員
し
た
ほ
か
、

　

新
た
に「
農
地
中
間
管
理
機
構
」が
設
置

　

さ
れ
る
秋
田
県
農
業
公
社
に
職
員
を
派

　

遣
す
る
こ
と
と
し
た
。

▼「
国
療
跡
地
の
総
合
防
災
公
園
」や「
羽

　

後
本
荘
駅
東
西
自
由
通
路
」な
ど
、新
規

　

の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
着
手
に
あ
た
り
、

　

都
市
計
画
事
業
推
進
体
制
の
充
実
を
図

　

っ
た
。

▼「
新
総
合
計
画
」や「
第
３
次
行
政
改
革

　

大
綱
」の
策
定
に
向
け
、行
政
改
革
推
進

　

に
つ
い
て
新
た
な
体
制
を
図
っ
た
。 

▼
基
幹
系
、内
部
情
報
系
な
ど
、電
算
シ
ス

　

テ
ム
の
大
規
模
更
新
を
控
え
、よ
り
適

　

正
な
情
報
管
理
体
系
を
構
築
す
る
た
め
、

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
監
を
任
期
付
き
で
採
用
す

　

る
こ
と
と
し
た
。

▼
国
民
文
化
祭
本
番
に
向
け
、再
任
用
職

　

員
を
採
用
し
、「
国
民
文
化
祭
実
行
委
員

　

会
事
務
局
」の
体
制
強
化
を
図
っ
た
。

▼「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」新
制
度
の
導

　

入
に
向
け
、市
民
福
祉
部
に
職
員
を
増

　

員
し
、準
備
体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

【
消
防
】

▼
大
量
の
定
年
退
職
に
伴
い
、消
防
組
織
の

　

活
動
能
力
低
下
防
止
を
図
る
。

　

①
新
採
用
職
員
を
本
荘
消
防
署
お
よ
び

　

矢
島
消
防
署
に
配
置
し
、初
年
度
中
に

　

消
防
学
校
教
育
の
初
任
教
育
お
よ
び
専

　

科
教
育
救
急
科
に
入
校
さ
せ
、早
期
に

　

消
防
技
術
・
知
識
を
習
得
さ
せ
る
。②
消

　

防
大
学
校
お
よ
び
消
防
学
校
の
教
育
訓

　

練
を
受
講
さ
せ
る
と
共
に
、各
種
研
修

　

な
ど
に
よ
り
消
防
活
動
に
必
要
な
資
格

　

や
免
許
を
取
得
さ
せ
る
。

▼
引
き
続
き
市
長
部
局
と
の
人
事
交
流
と

　

秋
田
県（
消
防
学
校
・
消
防
防
災
航
空

　

隊
）へ
の
職
員
派
遣
を
行
い
、相
互
理
解

　

を
深
め
る
と
と
も
に
、均
衡
の
と
れ
た
職

　

員
の
養
成
を
目
指
す
。

▼
消
防
庁
舎
建
設
お
よ
び
消
防
救
急
無
線

　

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
事
業
は
、関
係

　

各
課
の
密
接
な
連
携
が
必
要
と
な
る
事

　

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、円
滑
な
事
業
推
進

　

を
図
る
た
め
、専
従
の
職
員
を
配
置
し
て

　

業
務
に
あ
た
る
。

▼
新
庁
舎
の
建
設
に
伴
い
通
信
指
令
課
員

　

を
増
員
し
、高
機
能
指
令
シ
ス
テ
ム
の
運

　

用
開
始
に
備
え
る
。

10平成 26年 4月 1日号　広報ゆりほんじょう

◆
概
要
異
動
の
規
模
・
方
針

長
谷
部  

誠  

市
長

石
川
　  

裕  

副
市
長

藤
原  

秀
一  

企
業
管
理
者

佐
々
田
亨
三  

教
育
長

早
稲
田
大
学
卒
業
。県
平
鹿

地
域
振
興
局
地
域
企
画
課

長
、総
合
政
策
課
政
策
監
を

経
て
、平
成
二
十
四
年
四
月
か

ら
本
年
三
月
ま
で
活
力
あ
る

農
村
集
落
づ
く
り
支
援
室
長
。

小
野  

一
彦  

副
市
長

小
野
　
一
彦  
氏

　
　
　（
54
歳
・
東
由
利
舘
合
）

◆
平
成
26
年
度 

由
利
本
荘
市
人
事
異
動
の
概
要

矢島総合支所長

佐藤晃一

議会事務局長

三浦清久

　岩城総合支所長

吉尾清春

　 選挙管理委員会
事務局長

大庭　司

　会計管理者
兼 出納室長 兼 会計課長

渡部　昭

教育次長

佐藤一喜

建設部長

木内正勝

　建設部技監
兼 都市計画課長

斉藤明大

商工観光部長

渡部　進

　総務部技監
兼 契約検査課長

佐々木誠一

農林水産部長

三浦徳久

市民福祉部医師確保対策監
兼 健康管理課長

太田　晃

　市民福祉部長

真坂誠一

　 市民福祉部政策監
兼 福祉事務所長

（特養・保育園改革担当）
（福祉法人監査担当）

早川修一

企画調整部長

伊藤　篤

　 企画調整部文化交流館長
兼 カダーレ管理課長
併 教育委員会政策監

阿部秀夫

総務部長

阿部太津夫

総務部危機管理監

遠藤正彦

西目総合支所長

佐々木政徳

　消防本部
消防長

佐々木助行

鳥海総合支所長

髙橋　建
　東由利総合支所長

伊豆　葵

　ガス水道局長

鈴木祐悦

大内総合支所長

伊藤　久

　農業委員会
事務局長

佐藤義孝

由利総合支所長

庄司昭一

　監査委員
事務局長

加賀秀喜

異
動

市
職
員
人
事

4
月
1
日
付

◆
部
長
級

●
副
市
長

総　務　課

財　政　課

秘　書　課

契約検査課

税　務　課

収　納　課

管　財　課

危機管理課

行政改革推進課

農林水産部

農業振興課

農山漁村振興課

商工観光部

商工振興課

観光文化振興課

市民福祉部

市　民　課

生活環境課

清掃事業所

健康管理課

福祉支援課

子育て支援課

長寿支援課

企画調整部

総合政策課

地域おこし課

国民文化祭
実行委員会事務局

広　報　課

CATVセンター

情報管理課

カダーレ管理課

福
祉
事
務
所

建　設　部

建設管理課

土砂崩落技術調査室

都市計画課

建築営繕課

上下水道課

教育総務課

学校教育課

生涯学習課

スポーツ課

文　化　課

各地域教育学習課

会計管理者

出　納　室

教　育　長

副　市　長

市　長

事　務　局 教 育 機 関

会　計　課

総 合 支 所

振　興　課

市民福祉課

産　業　課

建　設　課

鳥　寿　苑

笹子診療所

直根診療所

鳥海診療所

教育委員会

事　務　局

議　　会

事　務　局

監査委員

事　務　局

農業委員会

事　務　局

選挙管理委員会

総　務　課

警　防　課

救　急　課

予　防　課

通信指令課

分　署

本荘消防署・矢島消防署

消　防　長

消防本部

管　理　課

営　業　課

水　道　課

ガ　ス　課

鳥海矢島水道事務所

企業管理者

ガス水道局

総　務　部

広報〈号外・人事異動〉別刷りもご覧ください
◆次長・課長～新採用、3月31日付退職者に
　ついては、別刷りの「広報ゆりほんじょう
　号外・職員人事異動」をご覧ください。

各部・部・各課の配置図各課の配置図各部・各課の配置図
4月1日付の本市機構

新新新新

新新新新新 新新新新



　

土
曜
日
の
午
前
中
、
普
段
で
き

な
い
こ
と
を
し
な
が
ら
、
友
だ
ち

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

【
お
菓
子
づ
く
り
コ
ー
ス
】

日
時　

６
月
21
日
、
８
月
30
日
、

　

９
月
20
日
、
11
月
15
日
、
12
月

　

13
日　

９
時
〜
正
午

会
場　

カ
ダ
ー
レ

材
料
費　

１
回
５
０
０
円

対
象　

小
学
４
年
生
以
上

定
員　

20
人

【
押
花
ア
ー
ト
＆

お
楽
し
み
手
作
り
コ
ー
ス
】

日
時　

原
則
と
し
て
５
月
〜
平
成

　

27
年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
４
土

　

曜　

９
時
半
〜
11
時
半

会
場　

カ
ダ
ー
レ

材
料
費　

１
回
５
０
０
円

対
象　

小
学
３
年
生
以
上

定
員　

10
人

【
表
千
家
お
茶
コ
ー
ス
】

日
時　

原
則
と
し
て
５
月
〜
平
成

　

27
年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
２
土

　

曜　

９
時
半
〜
11
時
半

会
場　

鶴
舞
会
館　

和
室
な
ど

参
加
料　

１
回
５
０
０
円
（
お
茶

　

代
な
ど
。
初
回
の
み
千
円
、
そ

　

の
ほ
か
用
意
す
る
物
あ
り
）

対
象　

小
学
１
年
生
以
上

定
員　

25
人

【
裏
千
家
お
茶
コ
ー
ス
】

日
時　

原
則
と
し
て
５
月
〜
平
成

　

27
年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
４
土

　

曜　

10
時
〜
11
時
半

会
場　

鶴
舞
会
館　

和
室
な
ど

参
加
料　

５
０
０
円

定
員　

小
学
１
〜
３
年　

15
人
、

　

小
学
４
年
〜　

15
人

対
象　

小
学
１
年
生
以
上

【
囲
碁
コ
ー
ス
】

日
時　

原
則
と
し
て
５
月
〜
平
成

　

27
年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
４
土

　

曜　

９
時
半
〜
11
時
半

会
場　

カ
ダ
ー
レ

対
象　

小
学
１
年
生
以
上

定
員　

10
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

４
月
９
日
（水）
〜
23
日
（水）
ま
で
、中

　

央
公
民
館　

☎
22―

０
９
０
０

　

県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

公
営
住
宅

本
荘
地
域　

１
戸
（
梵
天
）

※

世
帯
向
け
の
住
宅
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

　

４
月
４
日
（金）
ま
で
、
秋
田
地
域

　

振
興
局
建
築
課　

☎
０
１
８―

　

８
６
０―

３
４
５
１

◎
申
し
込
み
書
の
配
布
・
提
出
は
、

　

由
利
地
域
振
興
局
建
築
課
で
も

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時　

４
月
17
日
（木）　

10
時
〜

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
60
歳
以

　

上
の
方

年
会
費　

３
千
円

持
ち
物　

秋
田
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ

　

銀
行
、
秋
田
し
ん
せ
い
農
協
、

　

羽
後
信
用
金
庫
の
い
ず
れ
か
の

　

通
帳

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　

☎
24―

５
１
１
１

年
会
費　

個
人
会
員　

千
円
、
法

　

人
会
員
１
万
円

特
典　

ア
ク
ア
パ
ル
文
化
振
興
協

　

会
主
催
事
業
（
コ
ン
サ
ー
ト
な

　

ど
）
の
入
場
割
り
引
き

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

４
月
30
日
（水）
ま
で
、
ア
ク
ア
パ

　

ル　

☎
22―

５
６
１
１

日
時　

５
月
11
日
（日）　

14
時
〜
18

　

時
会
場　

由
利
体
育
館

定
員　

５
チ
ー
ム
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
田
さ
ん　

☎
０
９
０―

５
２

　

３
１―

０
９
２
１

　

市
民
が
自
主
的
に
町
内
会
館
な

ど
を
利
用
し
て
、
高
齢
者
の
方
が

気
軽
に
集
う
活
動
を
支
援
す
る
た

め
、
交
付
金
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
随
時
申
し
込
み
で
き
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
平
成
25

年
度
は
、
17
町
内
会
が
本
制
度
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

申
請
対
象　

市
内
の
町
内
会
・
自

　

治
会
、
ま
た
は
そ
の
連
合
会

交
付
対
象
経
費　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

人
件
費
年
間
総
額
の
３
分
の
２

　
（
上
限
40
万
円
）。
初
年
度
に
限

　

り
、
備
品
購
入
費
、
集
会
施
設

　

の
修
繕
費
な
ど（
上
限
10
万
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
支
援
課　

☎
24―

６
３
２

　

２
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

　

福
祉
課
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「
サ
タ
デ
ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」募
集

ア
ク
ア
パ
ル
文
化
振
興
協
会
会
員
募
集

「
シ
ル
バ
ー
会
員
募
集
」登
録
説
明
会

「
県
営
住
宅
」
入
居
者
募
集
中

「
春
季
社
会
人
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」

参
加
チ
ー
ム
募
集（
参
加
無
料
）

　

平
成
25
年
度
の
消
防
功
労
者
表
彰

式
が
３
月
14
日
、
県
庁
第
２
庁
舎
で

行
わ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
火

災
予
防
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ

り
、
次
の
方
々
が
消
防
庁
長
官
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

○
功
労
章

　
　
　
　

市
消
防
団　

団
長

　
　
　
　
　
　
　

周
防　

彦
宗
さ
ん

　
　
　

○
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
　
　

本
荘
支
団　

分
団
長

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

治
円
さ
ん

　
　
　
　

岩
城
支
団　

分
団
長

　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

正
利
さ
ん

藤原　正利 さん 佐藤　治円 さん 周防　彦宗 さん

消
防
功
労
表
彰

由
利
本
荘

本荘さくらまつり
会場　本荘公園
4/17（木）～29（火）
問い合わせ先
市観光協会本荘支部
☎２４－６３４９

桜・菜の花まつり
会場　道の駅「にしめ」周辺
４/18（金）～５/６（火）
問い合わせ先
市観光協会西目支部
☎３３－４６１５

黄桜まつり
会場　八塩いこいの森
５/１（木）～25（日）
問い合わせ先  
市観光協会東由利支部
☎６９－２１１６

鳥海高原菜の花まつり
会場　鳥海高原桃野特設会場
５/31（土）～６/６（金）
問い合わせ先
菜の花まつり実行委員会事務局
☎４４－８６２５

本荘つつじまつり
会場　本荘公園
５/11（日）～25（日）
問い合わせ先
市観光協会本荘支部　　
☎２４－６３４９

フリーマーケット
参加者募集中！

4/26（土）開催

（申込期限４/21（月））

各会場にあるスタンプを集めると
素敵な賞品が当たる「スタンプラリー」開催！
実施期間　４/17（木）～６/８（日）
問い合わせ先　市観光協会事務局　☎２４－６３７６

町
内
の
ミ
ニ
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
応
援
し
ま
す

講師を招いての口腔ケア
講座（下直根町内会）

使用者も労働者も確認！
最 低 賃 金

　全ての産業・労働者に適用される「秋
田県最低賃金」は、昨年10月26日から
「時間額６６５円」に改正されています。
また、特定の産業に適用される４つの
「特定最低賃金」も昨年12月28日に次の
とおり改正されています。

◎特定最低賃金が適用される事業所で
　あっても、18歳未満、65歳以上、雇用
　後６月未満で技術習得中、清掃など
　軽易な業務に従事するなどの労働者
　は秋田県最低賃金が適用されます。
問い合わせ先　秋田労働局賃金室
　☎０１８－８８３－４２６６、また
　は最寄りの労働基準監督署

特定最低賃金の件名 最低賃金額
非鉄金属製錬・精製業
（非鉄金属合金製造業を含む）

自動車・同附属品製造業

電子部品・デバイス・電
子回路、電池、電子応用
装置、その他の電気機械
器具、映像・音響機械器
具、電子計算機・同附属
装置、製造業（光ディス
ク・磁気テープ、電気音響
機械器具製造業を除く）

時間額
790円

時間額
725円

時間額
763円

自動車（新車）、自動車部
分品・附属品小売業

時間額
750円 成

25
年
度

式
が
３
月
14
日

行
わ
れ
、
長
年

災
予
防
に
尽
力

消
防
功

☎２４－６３７６

平
成 消

【消防庁長官定例表彰】



　

厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦

域
な
ど
で
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た

め
、
ご
遺
族
を
対
象
と
し
た
慰
霊

巡
拝
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成

26
年
度
は
次
の
地
域
で
実
施
予
定

で
す
。

実
施
地
域　

旧
ソ
連
、
中
国
、
硫

　

黄
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

　

イ
ン
ド
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ト

　

ラ
ッ
ク
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

　

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島

問
い
合
わ
せ
先　

県
福
祉
政
策
課

　

保
護
・
援
護
班　

☎
０
１
８―

　

８
６
０―

１
３
１
９

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
新
た
に
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
、
ま
き
ス
ト
ー
ブ
を
設

置
す
る
市
民
を
対
象
に
設
置
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者　

本
市
に
住
所
が
あ

　

り
住
居
な
ど
に
設
置
す
る
方
、

　

ま
た
は
本
市
に
主
た
る
事
業

　

所
・
営
業
所
が
あ
り
、
当
該
事

　

業
所
な
ど
に
設
置
す
る
法
人

補
助
対
象　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

　

ま
た
は
、
ま
き
ス
ト
ー
ブ
本
体

　

お
よ
び
付
属
品
の
購
入
費
、
設

　

置
に
必
要
な
工
事
費
、
消
費
税

　

お
よ
び
地
方
消
費
税
（
ま
き
ス

　

ト
ー
ブ
は
、
二
次
燃
焼
な
ど
に

　

よ
り
排
煙
を
減
少
さ
せ
る
機
能

　

を
有
す
る
も
の
に
限
り
ま
す
）

補
助
金
の
額　

補
助
対
象
経
費
の

　

２
分
の
１
以
内（
上
限
20
万
円
）

実
施
時
期  

４
月
１
日
か
ら

提
出
書
類　
「
補
助
金
等
交
付
申

　

請
書
」
お
よ
び
添
付
書
類
を
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
（
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

　

き
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
山
漁
村
振
興
課　

☎
24―

６

　

３
５
５
、
各
総
合
支
所
産
業
課

　

閉
庁
日
を
除
く
次
の
期
間
、
税

務
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課

で
確
認
で
き
ま
す
。

【
縦
覧
】

期
間　

６
月
２
日
（月）
ま
で

手
数
料　

無
料

必
要
な
も
の　

身
分
を
証
明
で
き

　

る
も
の
、
委
任
状
（
本
人
以
外

　

の
場
合
）

【
閲
覧
】

期
間　

通
年

手
数
料　

無
料
（
縦
覧
期
間
終
了

　

後
は
納
税
者
ご
と
２
０
０
円
）

必
要
な
も
の　

身
分
を
証
明
で
き

　

る
も
の
、
委
任
状
（
本
人
以
外

　

の
場
合
）、賃
貸
借
契
約
書
（
借

　

地
・
借
家
人
の
場
合
）

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課　

☎
24

　

―

６
３
０
５
、
ま
た
は
各
総
合

　

支
所
振
興
課

　
「
特
定
健
診
」
は
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
有
効
な
健
診
で
す
。
対

象
者
に
は
、
４
月
中
旬
頃
に
受
診

券
を
発
送
し
ま
す
。
受
診
方
法
な

ど
、
詳
し
い
内
容
は
受
診
券
と
一

緒
に
お
送
り
す
る
お
知
ら
せ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
国
保
加
入
の
手
続
き
を
し
、
受

　

診
券
が
届
く
前
に
集
団
健
診
な

　

ど
を
受
診
す
る
場
合
は
前
も
っ

　

て
市
民
課
国
保
年
金
班
ま
で
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
方
へ
】

　

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方
は

特
定
健
診
の
健
診
項
目
と
重
複
し

ま
す
の
で
、「
特
定
健
診
」
を
受

診
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る

方
は
ド
ッ
ク
受
診
時
に
、
個
人
で

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方
は
助

成
金
の
申
請
時
に
受
診
券
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◎
平
成
25
年
度
内
に
受
診
を
し
た

　

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
金
申
請
は

　

４
月
末
日
で
締
め
切
り
ま
す
の

　

で
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ

　

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
国
保
年

　

金
班　

☎
24―

６
２
４
５

【
点
字
広
報
・
声
の
広
報
】

　

目
が
不
自
由
な
方
に
「
広
報
ゆ

り
ほ
ん
じ
ょ
う
」
の
内
容
を
点
字

に
し
た
「
点
字
広
報
」
を
月
１
回
、

「
Ｃ
Ｄ
」
に
収
録
し
た
も
の
を
月

２
回
お
届
け
し
ま
す
。

【「
手
話
奉
仕
員
」
養
成
講
座
の
受

講
者
募
集
】

日
時　

５
月
12
日
（月）
〜
11
月
20
日

　

（木）
（
毎
週
月
曜
と
隔
週
木
曜
）

　

18
時
半
〜
20
時
半
の
計
40
回

会
場　

鶴
舞
会
館

対
象　

手
話
が
初
め
て
の
方

定
員　

20
人

申
込
期
限　

４
月
25
日
（金）　

【
手
話
通
訳
者
・
要
約
筆
記
奉
仕

員
の
派
遣
】

　

耳
が
不
自
由
な
方
な
ど
の
日
常

生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
手
話
通

訳
者
、
要
約
筆
記
奉
仕
員
を
派
遣

し
ま
す
。

※

い
ず
れ
も
無
料
で
す
の
で
、
お

　

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
支
援
課　

☎
24―

６
３
１

　

４
、　

Ｆ
Ａ
Ｘ
24―

０
４
８
０

　

県
で
は
、
住
宅
を
建
設
ま
た
は

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
さ
れ
る
方
に

対
し
て
、
次
の
補
助
事
業
を
設
け

て
い
ま
す
。

①
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業

②
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

普
及
支
援
事
業

③「
秋
田
ス
ギ
の
家
」
普
及
促
進

　

事
業

◎
補
助
条
件
な
ど
の
詳
細
は
県
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
由
利

　

地
域
振
興
局
建
築
課
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

 

由
利
地
域
振

　

興
局
建
築
課　

☎
27―

１
７
７

　

７

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に

対
し
、
月
額
５
千
円
を
上
限
に
介

護
用
品
を
支
給
し
ま
す
。

①
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
介
護

　

状
態
区
分
が
要
介
護
４
、
ま
た

　

は
５
の
第
１
号
被
保
険
者

　

認
定
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
、

　

そ
れ
に
相
当
す
る
方

②
要
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
が
属

　

す
る
世
帯
が
住
民
税
非
課
税
世

　

帯
で
あ
る
こ
と

③
要
介
護
者
が
申
請
日
以
前
30
日

　

の
間
に
、
医
療
機
関
・
介
護
保

　

険
施
設
な
ど
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

　

イ
含
む
）
に
15
日
以
上
入
院
・

　

入
所
し
て
い
な
い
こ
と

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
支
援
課　

☎
24―

６
３
２

　

２
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

　

福
祉
課

　　

４
月
１
日
（火）
か
ら
平
成
26
年
度

「
入
浴
施
設
の
入
湯
（
浴
）
料
割

引
券
」、「
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
券
」
を
交
付

し
ま
す
。

【
入
浴
施
設
の
入
湯
（
浴
）
料
割

引
券
】

対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

　

で
満
70
歳
以
上
の
方
、
お
よ
び

　

身
体
障
が
い
者
の
認
定
を
受
け

　

て
い
る
満
65
歳
以
上
の
方

年
度
交
付
枚
数　

１
人
５
枚
（
２

　

０
０
円
割
引
券
）

【
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
助
成
券
】

対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

　

で
満
65
歳
以
上
の
方

年
度
交
付
枚
数　

１
人
５
枚
（
千

　

円
助
成
券
）

◎
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
被
保

　

険
者
証
な
ど
）
を
ご
持
参
の
う

　

え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
代

　

理
申
請
の
場
合
は
、
申
請
者
と

　

代
理
人
の
ご
本
人
確
認
が
で
き

　

る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
支

　

援
課　

☎
24―
６
３
２
２
、
ま

　

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
次
の
世
帯

に
対
し
、
市
指
定
ご
み
袋
１
０
０

枚
を
支
給
し
ま
す
。

【
子
育
て
世
帯
】

対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
以
降

　

に
誕
生
し
た
満
１
歳
未
満
の
乳

　

児
が
い
る
世
帯
（
乳
児
１
人
に

　

つ
き
１
回
）

受
付
窓
口　

市
民
課
・
各
総
合
支

　

所
市
民
福
祉
課
（
印
鑑
持
参
・

　

出
生
届
と
一
緒
に
「
支
給
申
請

　

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
市
外
に
出
生
届
を
提
出
し
た
場

　

合
は
、
母
子
手
帳
な
ど
出
生
を

　

証
明
で
き
る
書
類
を
お
持
ち
く

　

だ
さ
い
。

【
在
宅
介
護
世
帯
】

対
象　

平
成
26
年
４
月
１
日
現

　

在
、介
護
保
険
法
に
基
づ
く
「
要

　

介
護
４
」「
要
介
護
５
」
の
認

　

定
を
受
け
て
い
る
方
（
施
設
入

　

所
者
除
く
）
が
い
る
世
帯
（
年

　

度
内
１
回
の
み
）

受
付
窓
口　

長
寿
支
援
課
・
各
総

　

合
支
所
市
民
福
祉
課   

◎
申
請
者
（
主
な
介
護
者
ま
た
は

　

同
居
家
族
の
方
）
の
本
人
確
認

　

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・

　

被
保
険
者
証
な
ど
）
を
お
持
ち

　

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
支
援
課　

　

☎
24―

６
３
２
２

補
助
金
の
額　

対
象
と
な
る
工
事

　

費
の
10
㌫
に
相
当
す
る
額
（
上

　

限
10
万
円
、
千
円
未
満
切
り
捨

　

て
）

助
成
の
対
象　

市
内
の
申
請
者
が

　

居
住
す
る
住
宅
に
対
し
、「
市

　

内
業
者
」
が
行
う
30
万
円
以
上

　

の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

◎「
過
去
に
こ
の
補
助
を
受
け
た

　

住
宅
」「
市
税
な
ど
に
滞
納
が

　

あ
る
方
」「
市
外
業
者
が
施
工

　

す
る
場
合
」「
既
に
工
事
に
着

　

手
し
て
い
る
場
合
」
は
対
象
外

　

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
計
画
課

　
（
総
合
窓
口
）　

☎
24―

６
３
３

　

４
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設

　

課

　

耕
作
意
欲
の
あ
る
方
の
参
入
を

促
し
、
耕
作
放
棄
地
解
消
と
発
生

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
４
月

１
日
か
ら
農
地
法
第
３
条
の
下
限

面
積
（
別
段
面
積
）
を
変
更
し
ま

す
。

　

農
地
法
第
３
条
の
許
可
を
受

け
、
耕
作
の
た
め
に
農
地
の
所
有

権
な
ど
の
権
利
を
取
得
し
よ
う
と

す
る
場
合
は
、
取
得
後
、
農
業
委

員
会
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
定

め
た
下
限
面
積
以
上
の
耕
作
面
積

を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
下
限
面
積
】

現
行　

50
㌃
↓　

変
更
後　

30
㌃

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会
事

　

務
局　

☎
24―

６
２
５
８
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暮らしのお知らせ

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
の

支
給
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

「
入
湯
（
浴
）
料
割
引
券
」

「
は
り
、き
ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
助
成
券
」
交
付
し
ま
す

市
指
定
ご
み
袋
を
支
給
し
ま
す

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業
」

４
月
１
日
よ
り
受
付
を
開
始
し
ま
す

農
地
法
第
３
条
の
下
限
面
積

（
別
段
面
積
）
を
変
更
し
ま
す

　市営墓地の拡張工事により新たに整備された
区画の墓地利用者を募集します。
墓地の名称　新山野墓園（石脇字新山野地内）
　　　　　　第Ⅱ期拡張整備地
募集区画数・永代使用料
　【規制墓地】洋型墓石用　4.0平方㍍
　　　　　　…139区画 （189,000円/区画）
　【規制墓地】和型墓石用　4.0平方㍍
　　　　　　…38区画 （189,000円/区画）
　【自由墓地Ａ】6.0平方㍍
　　　　　　…12区画 （311,000円/区画）
　【自由墓地Ｂ】4.0平方㍍
　　　　　　…11区画 （217,000円/区画）
　合計　　　…200区画
応募資格
 ・利用者が市内に住所、または本籍がある方
 ・利用者が市外の方の場合は、管理をする「代
　理人」の選任が必要になります　　　　　
※１世帯１区画
※団体などは申し込みできません
募集期間
　４月1日(火)～５月９日（金）
※郵送での応募の際は締切日必着
◎詳しい条件などは生活環境課に備え付けの
　募集要項・申請書類をご覧ください。市ホーム
　ページからもダウンロードできます。
決定方法　
　申し込み多数の場合は、抽選により利用者を
　決定します
申し込み・問い合わせ先
　生活環境課　☎２４―６２５３

平
成
26
年
度
「
慰
霊
巡
拝
」

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・

ま
き
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
帳
簿
の
縦

覧・課
税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す

年
に
一
度
は
特
定
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

点
字
・
声
の
広
報
、
手
話
通
訳
、

要
約
筆
記
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

あ
き
た
安
全
安
心
住
ま
い
推
進
事
業

運動の基本　子どもと高齢者の交通事故防止
運動の重点　自転車の安全利用の推進、全ての座席のシートベルト
　とチャイルドシートの正しい着用の徹底、横断歩行者の交通事故
　防止、飲酒運転の根絶
◎４月10日（木）は「交通死亡事故ゼロを目指す日」です。ゆずりあ
　い、相手を思いやり、交通ルールと交通マナーを確実に守って、
　「交通事故死ゼロ」そして「交通事故ゼロ」を目指しましょう。

4月6日（日）～15日（火）は「春の全国交通安全運動」期間です4月6日（日）～15日（火）は「春の全国交通安全運動」期間です4月6日（日）～15日（火）は「春の全国交通安全運動」期間です



日
時　

５
月
24
日
（土）　

14
時
〜

会
場　

本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

対
象　

本
市
在
住
の
喜
寿（
77
歳
）

　

を
迎
え
る
方

会
費　

８
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

４
月
30
日
（水）
ま
で
、
齋
藤
さ
ん

　

☎
22―

０
６
６
６

日
時　

５
月
１
日
（木）　

10
時
〜
16

　

時
集
合
場
所　

カ
ダ
ー
レ
西
口
（
郵

　

便
局
側
）

参
加
料　

千
円
（
給
食
費
・
体
験

　

料
・
保
険
料
込
み
）

定
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　

旧
鮎
川
小
学
校
で
の
授
業

　

体
験
、
岩
城
地
区
社
会
科
見
学

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

４
月
15
日
（火）
ま
で
、
生
涯
学
習

　

課　

☎
32―

１
３
３
２

日
時　

４
月
19
日
（土）　

10
時
〜
13

　

時
場
所　

カ
ダ
ー
レ　

調
理
創
作
室

内
容　

韓
国
料
理

参
加
費　

千
円

定
員　

25
人

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

カ
ダ
ー
レ
管
理
課　

☎
22―

２

　

５
０
０

日
時　

４
月
19
日
（土）
・
20
日
（日）　

　

10
時
〜
16
時

会
場　

岩
城
少
年
自
然
の
家

内
容　

ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
、
工
作
、

　

ハ
イ
キ
ン
グ
、テ
ン
ト
泊
体
験
、

　

施
設
紹
介
、
利
用
相
談
な
ど

◎
申
し
込
み
不
要
。
た
だ
し
、
宿

　

泊
希
望
の
場
合
は
１
週
間
前
ま

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
有
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
城
少
年
自
然
の
家　

☎
74―

　

２
０
１
１

日
時　

４
月
10
日
（木）
・
23
日
（水）　

　

13
時
〜
16
時

※

遅
刻
早
退
か
ま
い
ま
せ
ん

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

和
室

対
象　

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
人
間

　

関
係
で
足
踏
み
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ
先　

三
浦
さ
ん　
　

　

☎
23―

２
１
９
２
、
福
祉
支
援

　

課　

☎
24―

６
３
１
５

日
時　

４
月
15
日
（火）　

10 
時
〜
15

　

時
（
出
入
り
自
由
）

会
場　

由
利
組
合
総
合
病
院　

が

　

ん
情
報
セ
ン
タ
ー

対
象　

が
ん
患
者
さ
ん
、
ご
家
族

内
容　

茶
話
会
、
管
理
栄
養
士
に

　

よ
る
「
食
事
と
栄
養
に
つ
い
て

　

の
相
談
会
」（
①
11
時
〜
11
時

　

半
、②
13
時
半
〜
14
時
）、
パ
ス

　

テ
ル
ア
ー
ト
・
タ
オ
ル
帽
子
の

　

制
作

※

詳
細
は
由
利
組
合
総
合
病
院
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
組
合
総
合

　

病
院　

☎
27―

１
２
０
０

期
日　

８
月
30
日
（土）　

種
目
・
会
場　

水
泳
・
県
立
総
合

　

プ
ー
ル
、ア
ー
チ
ェ
リ
ー
・
県
勤

　

労
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

　

タ
ー
、一
般
卓
球
・
市
立
体
育
館

　

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
、サ
ウ
ン
ド
テ
ー

　

ブ
ル
テ
ニ
ス
・
県
心
身
障
害
者

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、ボ
ウ
リ

　

ン
グ
・
ボ
ウ
ル
ジ
ャ
ン
ボ
秋
田
、

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
精
神
障
が
い
）

　

県
立
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

期
日　

９
月
13
日
（土）　

種
目
・
会
場　

陸
上
競
技
・
県
立

　

中
央
公
園
陸
上
競
技
場
、
フ
ラ

　

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
県
立
中
央

　

公
園
球
技
場

申
込
期
間　

４
月
28
日
（月）
〜
５
月

　

30
日
（金）　

◎
申
し
込
み
開
始
日
よ
り
、
福
祉

　

支
援
課
・
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ

　

ー
ツ
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

　

申
し
込
み
関
係
書
類
を
配
布
し

　

ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
障
害
者

　

ス
ポ
ー
ツ
協
会　

☎
０
１
８―

　

８
６
４―

２
７
５
０

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
身

　

体
障
害
者
手
帳
（
１
〜
３
級
）

　

の
交
付
を
受
け
た
在
宅
の
障
が

　

い
者
（
児
）
の
う
ち
、
視
覚
、

　

平
衡
機
能
、
下
肢
、
体
幹
、
乳

　

幼
児
期
以
前
の
非
進
行
性
の
脳

　

病
変
に
よ
る
運
動
機
能
（
移
動

　

機
能
）
お
よ
び
内
部
の
障
が
い

　

を
持
つ
方

補
助
額　

利
用
券
１
枚
に
つ
き
小

　

型
タ
ク
シ
ー
の
基
本
料
金

乗
車
区
域　

本
市
内
・
に
か
ほ
市

　

内
利
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
27

　

年
３
月
31
日

利
用
可
能
な
枚
数　

年
度
内
24
枚

　
（
月
２
枚
）

申
請
方
法　

身
体
障
害
者
手
帳
と

　

印
鑑
を
持
参
し
申
請
先
に
お
越

　

し
く
だ
さ
い

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支

　

援
課　

☎
24―

６
３
１
４
、
ま

　

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

国
立
公
文
書
館
で
は
、
本
荘
城

の
城
郭
図
「
出
羽
国
油
利
之
郡
本

城
絵
図
」
の
複
製
（
縮
小
）
を
期

間
限
定
価
格
で
郵
送
販
売
し
ま

す
。
こ
れ
は
17
世
紀
、
幕
府
が
諸

藩
に
命
じ
て
作
成
さ
せ
た
「
正
保

城
絵
図
」
の
一
部
で
、
当
時
の
町

割
り
を
確
認
で
き
る
資
料
的
価
値

が
高
い
城
郭
図
で
す
。

価
格　

５
０
０
円
（
通
常
千
円
）

◎
郵
送
料
は
別
途
必
要
と
な
り
ま

　

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人　

国
立
公
文
書

　

館　

業
務
課
利
用
係　

☎
０
３

　

―

３
２
１
４―

０
６
２
１

　

平
成
26
年
度
の
健
康
保
険
料
率

は
前
年
度
同
率
に
据
え
置
か
れ
ま

す
が
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方

に
対
す
る
介
護
保
険
料
率
は
、
給

付
費
の
増
加
に
伴
い
、25
年
度
１
・

55
㌫
よ
り
１
・
72
㌫
に
引
き
上
げ

ら
れ
、月
収
30
万
円
（
税
引
き
前
）

の
方
で
介
護
保
険
料
が
２
５
５
円

増
加
し
ま
す
。
加
入
者
・
事
業
主

の
方
に
は
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※

任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
事

　

業
主
増
加
分
も
加
わ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

全
国
健
康
保
険

　

協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）　

秋
田

　

支
部　

☎
０
１
８―

８
８
３―

　

１
８
４
１

　

４
月
の
水
曜
日
と
木
曜
日
は
、

窓
口
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
、

市
税
・
国
保
税
の
納
付
と
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

開
設
日　

４
月
２
、３
、９
、10
、

　

16
、17
、23
、24
、30
日

開
設
場
所　

収
納
課
（
市
役
所
本

　

庁
１
階
左
奥
）

問
い
合
わ
せ
先　

収
納
課　

☎
24

　

―

６
２
５
６

市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

日
時　

４
月
３
日
（木）
・
10
日
（木）
・
17

　

日
（木）　

13
時
15
分
〜
17
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

日
時　

４
月
27
日
（日）　

９
時
〜
正

　

午
会
場　

市
役
所
附
属
会
館　

２
階

　

１
号
室

行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

４
月
９
日
（水）　

９
時
半
〜

　

11
時
半

会
場　

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
第
４

　

会
議
室

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除

　

く
）　

９
時
〜
15
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
相
談
室　

☎
24―

６
２
５

　

１
日
時　

４
月
７
日
（月）　

10
時
〜
15

　

時
会
場　

直
根
公
民
館

日
時　

４
月
９
日
（水）　

10
時
〜
15

　

時
会
場　

矢
島
福
祉
会
館

内
容　

人
権
相
談
（
差
別
、名
誉
、

　

信
用
、
住
居
の
安
全
、
い
や
が

　

ら
せ
、
う
わ
さ
、
近
隣
関
係
）、

　

困
り
ご
と
（
土
地
・
建
物
の
権

　

利
お
よ
び
登
記
、
家
族
）、
子

　

ど
も
の
人
権
（
い
じ
め
、
不
登

　

校
、
体
罰
）
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支

　

局　

☎
22―

１
２
０
０

日
時　

４
月
16
日
（水）　

13
時
半
〜

　

15
時
半

会
場　

鶴
舞
会
館

内
容　

登
記
、
相
続
、
多
重
債
務
、

　

過
払
い
、
成
年
後
見
な
ど

※

要
予
約
・
各
日
先
着
６
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

４
月
11
日
（金）
の
正
午
ま
で
、
秋

　

田
県
司
法
書
士
会　

☎
０
１
８

　

―

８
２
４―

０
１
８
７
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暮らしのお知らせ

重
度
身
体
障
が
い
者
（
児
）
に

タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
ま
す

大
人
の
登
校
日

〜
今
日
だ
け
小
学
生
〜

カ
ダ
ー
レ　

ワ
ー
ル
ド
・

ク
ッ
キ
ン
グ
「
韓
国
編
」

「
岩
城
少
年
自
然
の
家
」

オ
ー
プ
ン
デ
ー
（
参
加
無
料
）

由
利
組
合
総
合
病
院

「
サ
ロ
ン
お
ひ
さ
ま
」

第
12
回
秋
田
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
協
会
け
ん
ぽ
」４
月
納
付
分
よ
り

介
護
保
険
料
率
が
上
が
り
ま
す

市
の
各
種
無
料
相
談

特
設
人
権
相
談
所

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

法
律
相
談
会

○「情報ガイド」掲載の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものです。掲載希望の際は、担当各課へご相談ください。

「
同
期
会
と
喜
寿
の
会
」
開
催

「
ひ
な
た
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　70歳から74歳の方の窓口負担は、法律上２割とな
っていますが、特例措置でこれまで１割負担とされて
いました。平成26年度から、より公平な仕組みとする
ため、この特例措置が見直されることとなりました。
　見直しに当たり、高齢の方の生活に大きな影響が
生じることのないよう、本年4月2日以降70歳の誕生
日を迎える方から段階的に実施されることとなりま
す。
見直し内容

本年４月２日以降に70歳の誕生日を迎える方
（誕生日が昭和19年４月２日以降の方）

○70歳の誕生月の翌月（ただし、各月１日が誕生日の
　方はその月）の診療から、窓口負担が２割になり
　ます。（例えば、4月2日～5月1日に70歳の誕生日を
　迎える方は、５月の診療から２割負担になります。）
※一定の所得がある方は、従来どおり３割負担です
※なお、窓口負担には毎月の負担上限額が定められ
　ていますが、69歳までと比べて上限額が下がります

本年４月１日までに70歳の誕生日を迎えた方
（誕生日が昭和19年４月１日までの方）

○４月以降も医療費の窓口負担は１割のまま変わり
　ません。
※一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担で
　す
※窓口負担の毎月の負担上限額も変わりません
問い合わせ先
　市民課　国保年金班　☎２４―６２４５

70～74歳の国保被保険者の
窓口負担割合を見直します

「
本
城
城
郭
図
」５
月
11
日
ま
で

特
別
価
格
で
販
売
し
ま
す

税
金
の
納
付
と
相
談

「
夜
間
相
談
窓
口
」を
開
設
し
ま
す

【児童扶養手当】　　本年３月分まで　　 ４月分以降
全部支給（月額）　　　 41,140円　  →  　41,020円
一部支給（月額）　　　 41,130円　  →  　41,010円
　　　　　　　　　　～9,710円　　　  ～9,680円
問い合わせ先
　子育て支援課児童支援班　☎２４－６３１９
　または各総合支所市民福祉課
【特別児童扶養手当】  （月額）本年３月分まで    ４月分以降
●障がい程度が１級の場合　 50,050円　→　49,900円
●障がい程度が２級の場合　 33,330円　→　33,230円
【障害児福祉手当】（月額）　　 14,180円　→　14,140円
【特別障害者手当】（月額）　　 26,080円　→　26,000円
【経過的福祉手当】（月額）　　 14,180円　→　14,140円
問い合わせ先
　福祉支援課福祉班　☎２４－６３１４
　または各総合支所市民福祉課

児童扶養手当・特別児童扶養手当

4月分から手当の額が改定されます
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暮らしのお知らせ

1
火

2
水

3
木

4
金

5
土

6
日

7
月

8
火

9
水

10
木

11
金

12
土

13
日

14
月

15
火

16
水

171920
木

2122
金

23
土日月火水木

28
金土日月

カ：カダーレ　☎22-2500　中：中央公民館　☎22-0900　ア：アクアパル　☎22-5611　総：市総合体育館　☎62-0500　シ：シーガル　☎33-2315○ ○ ○ ○ ○

5
月
の
予
定

5
月
の
予
定

44
５
施
設
の
催
事
案
内

○中○カ○総○カ○カ○カ ○総○中○総○カ○総○総○ア○総 ○カ ○総 ○カ

※

催
し
物
の
時
間
な
ど
詳
し
く
は
各
施
設
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い

２
日　

加
藤
新
市
絵
画
展
（
〜
５
日
）　

９
時
半
〜
17
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
２
日
13
時
か
ら
、
５
日
16
時
ま
で
）

４
日　

高
等
学
校
強
化
練
習
会
卓
球
競
技
（
〜
５
日
）

　
　
　
　

８
時
〜
21
時
（
５
日
17
時
ま
で
）

９
日　

山
野
草
盆
栽
展
示
会（
〜
10
日
）　

９
時
〜
17
時（
10
日
15
時
ま
で
）

　
　
　

高
体
連
中
央
支
部
総
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
（
〜
11
日
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
時
〜
21
時
（
11
日
17
時
ま
で
）

　
　
　
　

休
館
日

○総
○ア

　
　
　
　

休
館
日

○ア

　
　
　
　

休
館
日

○カ

　
　
　
　

休
館
日

○ア

　
　
　
　

休
館
日

○カ

　
　
　
　

休
館
日

○総
○ア

27 26 25 24 18

日
本
語
学
習
教
室
開
講　

18
時
45
分
〜

InformationInformationInformation

（中）＝中央図書館、（岩）＝岩城図書館、（大）＝出羽伝承館、（由）＝由利図書館

〇4月の各館行事カレンダー

〇休 館 日

～

～

～

～

～

～

～

㈯

㈯

㈯

㈫ ㈫ ㈬
㈪ ㈪ ㈪、 ㈪ ㈫
㈫
㈪ ㈪ ㈪、28日㈪、30日㈬

29
火

30
水

　市民団体などが地域で行う文化・交流・観光
事業、協働のまちづくり事業および特色ある事
業で、地域の活力増進と連帯感の創出を図り地
域の活性化に効果が期待される活動・イベント
などを実施する場合、その事業費の一部を助成
します。
対象事業　地域住民が連携し、自主的、主体的
　に行う地域づくり活動・イベント事業など
※矢島・大内・西目地域は予算額に達したため
　追加募集しません 
実施期間　補助金交付決定後から平成27年３月
　までの事業
補助金の額　補助対象経費の４分の３以内
　（環境美化活動など 10 分の９以内） 
※補助限度額 50万円（ただし予算の範囲内） 
補助対象とならない事業 
○宗教的・観光目的および慰労目的または個人
　に対する助成事業 
○市の他の助成制度に該当する事業 
○修繕料・委託料・工事請負費のみの事業 
提出書類　「地域づくり推進事業補助金」事業要
　望書および添付書類 
※市ホームページからダウンロードできます 
提出期限　４月 30日（水） 
書類の配布・提出および問い合わせ先 
　本荘地域　地域おこし課　☎２４－６２３５ 
　岩城・由利・東由利・鳥海地域の各地域総合
　支所振興課

わ
ん
に
ゃ
ん
カ
ー
ニ
バ
ル
（
〜
6
日
）　

10
時
〜
18
時

由
利
本
荘
市
に
か
ほ
市
剣
道
愛
好
者
剣
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
時
〜
17
時

映
画
上
映
「
利
休
に
た
ず
ね
よ
」　

10
時
半
〜
12
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

入
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社
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ダ
ン
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ー
テ
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18
時
半
〜
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時
45
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
場
料
あ
り

第
７
回
初
瀬
カ
ッ
プ
本
荘
由
利
地
区
小
学
生
春
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
兼
両
羽
大
会
予
選
（
〜
13
日
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
時
〜
19
時

は
っ
ぴ
ぃ
さ
あ
く
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
半
〜
15
時
半　

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」
開
講
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
半
〜
正
午

本
荘
由
利
中
学
校
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
〜
20
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
時
〜
21
時
（
20
日
19
時
ま
で
）

千
昌
夫
・
新
沼
謙
治
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
「
復
興
」

　

12
時
半
〜
15
時
半　

入
場
料
あ
り

キ
ッ
ズ
リ
ー
ダ
ー
講
習
会　

正
午
〜
19
時

第
50
回
本
荘
由
利
春
季
柔
道
大
会　

８
時
〜
17
時

第
29
回
鈴
木
ピ
ア
ノ
教
室
い
ち
ご
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
〜
16
時

問い合わせ先：中央図書館　☎ ２２－４９００

「第３４回手づくり絵本展」への出展作品を募集します 
　　　世界に一冊だけの思いをこめた手づくり絵本を出展しませんか？   
　　　締め切り　４月２５日（金）　応募先　中央図書館   
　　　作品出展票を添えてお届けください。

平成２６年度図書館講座「古典講話」開催
　　（毎月第３土曜日、午後１時３０分～） 
今年度は「源氏を生んだ作品たち」をテーマに、竹取物語、伊勢物語、そし
て枕草子の世界について読み解いていきます。お気軽にご参加ください。

「第３４回手づくり絵本展」への出展作品を募集します 
　　　世界に一冊だけの思いをこめた手づくり絵本を出展しませんか？   
　　　締め切り　４月２５日（金）　応募先　中央図書館   
　　　作品出展票を添えてお届けください。

平成２６年度図書館講座「古典講話」開催
　　（毎月第３土曜日、午後１時３０分～） 
今年度は「源氏を生んだ作品たち」をテーマに、竹取物語、伊勢物語、そし
て枕草子の世界について読み解いていきます。お気軽にご参加ください。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
市
役
所
へ
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
「
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
医

療
機
関
な
ど
で
受
診
の
際
、
健
康
保
険
証
と
一
緒
に
窓
口
に
提

示
す
る
こ
と
で
、
無
料
で
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　この制度は、小・中学校のお
子さんが保険診療でかかった入
院医療費の自己負担分を市が助
成する制度です。いったん医療
機関に自己負担額を支払い、後
日市役所に申請することで、払い
戻しを受けることができます。
◆対象者
　市内在住で健康保険に加入し
ている小学校４年生～中学生
　ただし、他の法令などの適用
を受け、医療費に関し入院医療
費と同一の給付を受けることが
できる方（※）を除きます。
 （※）福祉医療費受給者／生活
保護を受けている／日本スポー
ツ振興センター給付金に該当／
児童福祉法に規定する施設に入
所している（母子生活支援施設・
保育所・知的障がい児や肢体不
自由児などの通園施設除く）
◆申請に必要なもの
　健康保険証、印鑑、入院医療
費の領収書、保護者の通帳
◎高額療養費に該当する場合
は、加入健康保険で高額療養費
の申請を済ませてから申請して
ください。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
障
が
い
の
あ

る
方
は
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
Ａ

◆
福
祉
医
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

　

入
院
時
食
事
療
養
費
、
病
衣
代
、
文

書
料
、
予
防
接
種
、
検
診
、
健
康
保
険

が
適
用
さ
れ
な
い
治
療
費
な
ど

※

福
祉
医
療
制
度
に
該
当
し
な
い
方

　

市
内
に
住
所
が
な
い
／
健
康
保
険
に

　

加
入
し
て
い
な
い
／
社
会
保
険
本
人

　
（
重
度
心
身
障
が
い
者
を
除
く
）
／

　

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
／
他
の
公

　

費
負
担
医
療
の
適
用
を
受
け
、
医
療

　

費
自
己
負
担
が
な
い
／
市
・
県
民
税

　

が
未
申
告

福
祉
医
療
（
マ
ル
福
）
制
度
・

入
院
医
療
費
支
給
制
度
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は…

市
民
課
　
医
療
保
険
班

☎
24―

６
２
４
４

所得制限があります
社会保険本人の方は
非該当になります

年齢・要件
乳幼児・低学年児童
・０歳～小学校３年生まで

◆ 対 象 者 ◆
備考

父母が住民税所得割課
税者の場合は外来一部
負担があります
所得制限があります

ひとり親（１８歳に達した最初の３月３１日まで）
・母子、父子家庭の児童
・父母のいない児童
・父または母が重い障がいを持つ家庭
の児童

重度心身障がい者
・身体障害者手帳１級～３級を持って
いる方
・療育手帳Ａを持っている方

高齢身体障がい者
・６５歳以上で身体障害者手帳４級～
６級を持っている方

高学年児童
・小学校４年生～６年生まで

所得制限があります

社会保険本人の方は所
得制限があります



 ３日㈭ 岩城・大内 ４・７・10か月児健診 平成25年5月・8月・11月生まれ 13:00～13:15 岩城保健センター

 ７日㈪ 本荘・西目 ２歳児歯科健診 平成24年1月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

 ８日㈫  １歳６か月児健診 平成24年7月・8月・9月生まれ 13:00～13:30 由利福祉保健センター

 10日㈭ 岩城・大内 ２歳児歯科健診 平成23年10月・11月・12月生まれ 13:00～13:15 岩城保健センター

 15日㈫ 本荘・西目 ３歳児健診 平成22年10月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

 16日㈬ 本荘・西目 10か月児健診 平成25年6月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

 
22日㈫

 本荘・西目 ４か月児健診 平成25年12月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

   ４・７・10か月児健診 平成25年6月・9月・12月生まれ 13:00～13:30 由利福祉保健センター

 24日㈭ 本荘・西目 １歳６か月児健診 平成24年9月生まれ 13:00～13:30 本荘保健センター

20平成 26年 4月 1日号　広報ゆりほんじょう

内科・小児科
休日応急診療所
午前10時～午後４時

4月の診療日と予定当番医師

日 　  医　　師　　名

【持ち物】保険証、お薬手帳
▷問い合わせ先…本荘由利広域休日応急
　診療所（☎24-3917）、平日は本荘保健セ
　ンター(☎22-1834）※詳しくは、本荘保健センターへお問い合わせください

日    受付時間　　　　　　　　実　施　場　所　　　　　　   備　考

◆乳幼児
　健診

※母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください
※3歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行ってきてください
※本荘地域と西目地域の7カ月児健診は、個別健診となります
※お住まいの地域で受診してください。
※当日受診できない場合や不明な点は当該地域の保健センターまたは市民福祉課へご相談ください

４月

◆「市長の行動」報告（2月分）
　　　　　※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

（受付時間：午後3時30分まで）

由利・東由利・
矢島・鳥海

献　血　　ご協力ください　　―４月献血日程―

 ８日㈫  11:00～12:15 由利森林管理署 全血献血
  14:00～16:15 グランマート本荘南店

10日㈭    9:30～10:30 大内保健センター 全血献血
  12:00～13:30 ＴＤＫ羽後㈱大内工場 
     9:00～10:15 由利地域振興局
18日㈮  10:50～12:35 本荘合同庁舎 全血献血
  15:30～16:15 小林無線工業 

28日㈪  10:00～10:45 秋田県立大学本荘キャンパス 全血献血
  12:00～16:15  

29日㈫  10:00～11:45 イオンスーパーセンター本荘店 全血献血
  13:00～16:15  

６日㈰ 菊　池　四　郎
13日㈰ 木　村　　　元
20日㈰ 小　松　徳　彌
27日㈰ 佐　藤　利　秋
29日㈫ 酒　見　喜久雄

問い合わせ先
　健康管理課
　（本荘保健センター内☎22̶1834）
または各総合支所市民福祉課へ

　心も体も健やかに
家族みんなのなの

健康ノート

実施日     対象地域　　　事　　業　　名　　　　 対　　　　象　　　　者　　　   受付時間　　　　　実施場所

由利・東由利・
矢島・鳥海

◆市長交際費の報告

（１）　弔　事   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
件　　　数

合　計
支出額

支出額

１　件 18,000

（２）　会費等   　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

支出日 支　　出　　内　　容

○代：代理出席

  ２月１日 伊東冨男氏黄綬褒章受章祝賀会会費 10,000

２日
 由利芸術文化協会創立40周年記念祝賀会会

   費（○代 教育長） 
3,000

  ５日 市優良技能者表彰式祝賀会会費 6,000

６日
 訪日観光振興アドバイザー朴鍾仁氏来市時

   特産品お土産 
2,625

７日

 訪日観光振興アドバイザー朴鍾仁氏歓迎
   レセプション会費 

5,000

   香川県丸亀市との友好都市協定締結記念
   矢島地域歓迎交流会会費（○代 石川副市長） 

3,000

８日

 丸亀市歓迎レセプション会費 7,000
   丸亀市訪問団来市時特産品お土産ほか 50,715
   岩城建設技能組合総会懇親会へ寸志
   （○代 岩城総合支所長） 

3,450

  ９日 新田町内会市政座談会懇親会へ寸志 5,070

10日
 県宅地建物取引業協会本荘由利地区協議会

   市との懇談会懇親会へ寸志 
5,000

11日

 黒沢駅愛好会総会懇親会へ寸志
   （○代 企画調整部長） 

3,000

   子吉川水系漁業協同組合総代会懇親会会費
   （○代 農林水産部長） 

3,000

  12日 市農業振興懇談会懇親会会費 6,000
  14日 西部地区町内連絡協議会地区懇談会懇親会へ寸志 3,380

15日
  県南部郵便局長会・同夫人会総会懇親会会費

   （○代 石川副市長） 
5,000

16日  佐々木紘一氏叙勲祝賀会会費 10,000

17日 
 酒蔵ツーリズム交流会懇親会会費

   （○代 商工観光部長） 
5,000

18日  蓼沼町内市政懇談会へ寸志 3,400

20日 

 造林コンクール表彰授与式・林業講演会懇親
   会へ寸志（○代 農林水産部長） 

3,386

   西滝沢地区行政連絡協議会懇親会へ寸志
   （○代 由利総合支所長） 

3,360

22日
  由利本荘地区自衛隊入隊・入校予定者激励会

   懇親会会費（○代 市民福祉部政策監） 
5,000

25日 
 石沢地区国道整備促進協議会総会懇親会へ

   寸志（○代 建設部長） 
2,556

   　　　　　　　　23　件 153,942合計

副市長交際費執行状況

支出額支出日 支　　出　　内　　容
  

5日
 市優良技能者表彰式祝賀会会費（藤原副市長

   出席） 
6,000

  
7日
 訪日観光振興アドバイザー朴鍾仁氏歓迎

   レセプション会費（藤原副市長出席） 
5,000

  
8日
 丸亀市歓迎レセプション会費（両副市長出席

   7,000円×２人） 
14,000

  
12日

 市農業振興懇談会懇親会会費（両副市長出席
   6,000円×２人） 

12,000

  
16日

 佐々木紘一氏叙勲祝賀会会費（藤原副市長
   出席） 

10,000

  
24日

 ブラウブリッツ秋田Ｊ３参入祝いと励ます
   会会費（藤原副市長出席） 

10,000

  合　計  　　　　　　　　６　件 57,000
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開催日　４月23日㈬
会　場　鶴舞温泉中広間
内　容 健康相談・血圧測定（午前９時30分～10時）

自宅で継続できる軽体操（午前10時～11時）
参加費　無料（申し込み不要）
　＊タオルをお持ちください。
問い合わせ先　本荘保健センター☎22－１８３４

～どなたでもお気軽にお越しください～ 誕生月 相談日 誕生月 相談日
 平成21年4月生 ５月13日 平成21年10月生 11月５日
 平成21年5月生 ６月10日 平成21年11月生 12月９日
 平成21年6月生 ７月９日 平成21年12月生 １月７日
 平成21年7月生 ８月５日 平成22年１月生 ２月３日
 平成21年8月生 ９月３日 平成22年２月生 ３月４日
 平成21年9月生 10月７日 平成22年３月生 ３月10日

『5歳児健康相談」を行います『5歳児健康相談」を行います『5歳児健康相談」を行います

～どなたでもお気軽にお越しください～

『湯ったりほのぼの教室』『湯ったりほのぼの教室』『湯ったりほのぼの教室』

　平成26年度から、５歳児全員（年中児）を対象とした「5歳児健康相談」を行い

ます。

　当日は医師・臨床心理士・言語聴覚士・保健師・就学支援員などが様々な相談に

応じます。

　お子さんが学習に適応しながら楽しい小学校生活を迎えるために、日頃悩ん

でいることを相談してみませんか。

※詳細は、相談日の1か月半前にお手元に届く通知をご覧ください

　◇平成26年度｢５歳児健康相談｣

　　対象児：平成21年４月～平成22年３月生まれ

　◇会場：市民交流学習センター（上大野16）

　◇受付時間：12時45分～13時

  15 日㈯  亀田小学校 閉校記念式典
  16 日㈰  佐々木紘一氏 叙勲祝賀会
  17 日㈪  五役会議

18 日㈫
  市議会定例会本会議（開会）

    蓼沼町内 市政懇談会

19 日㈬
  県後期高齢者医療広域連合議会 全員協議会・本会

    議（秋田市）
  20 日㈭  県土地改良事業団体連合会 理事会･役員会（秋田市）
  21 日㈮  子吉財産区議会 定例会・懇親会
  22 日㈯  岩城小学校 竣工修祓式
  24 日㈪  五役会議

25 日㈫
  施策見直しに関する市町村長と東北農政局長との

    意見交換会（秋田市）
  26 日㈬  任期付職員（情報通信技術専門職） 面接

28 日㈮
  県防災学習館リニューアル開館式

    県庁訪問（秋田市）

梶丸亀市長と友好都市協定及び災害時相互応援協定調印式にて（７日）

  ２月１日㈯ 伊東冨男氏黄綬褒章受章祝賀会
  

３日㈪
 五役・部長・支所長会議

   岩城地域 市民とのふれあいトーク
  

４日㈫
 西目地域 市民とのふれあいトーク

   本荘由利広域市町村圏組合議会議員懇談会
  

５日㈬
 由利地域 市民とのふれあいトーク

   市優良技能者表彰式・祝賀会
  ６日㈭ 新たなまちづくり検討委員会
  

７日㈮

 由利地域行政協力員会議
   香川県丸亀市友好都市協定及び災害時相互応援
   協定調印式
   訪日観光振興アドバイザー　朴鍾仁氏 歓迎レセプ
   ション
  

８日㈯
 丸亀市物産展・パネル展 オープニングセレモニー

   丸亀市 歓迎レセプション
  ９日㈰ 新田町内会 市政座談会・懇親会
  

10 日㈪
 五役会議

   県宅地建物取引業協会 本荘由利地区協議会 市との
   懇談会・懇親会
  

12 日㈬
 市スポーツ賞 表彰式

   新年度当初予算 各会派内示
   市農業振興懇談会・懇親会
  

13 日㈭
 市地域公共交通活性化再生協議会

   定例記者会見
   県庁訪問（秋田市）
  

14 日㈮
 国への要望活動・事業説明（東京都）

   西部地区町内連絡協議会 地区懇談会・懇親会
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松田チヤ子さん

伊藤健之助さん

嵯峨　　久さん

齋藤　　治さん

佐藤　　長さん

佐藤進喜治さん

井島　キヨさん

（浜三川・64歳）

（中梵天・100 歳）

（南ノ股・82歳）

（古雪町・82歳）

（石脇・85歳）

（一番堰・80歳）

（柳生・87歳）

三浦　美江さん

佐藤清之助さん

茂木マサヨさん

戸村　　寛さん

矢野　　勉さん

木内阿佐子さん

三浦　和子さん

（矢島町城内・74歳）

（矢島町立石・83歳）

（矢島町坂之下・89歳）

（岩城亀田最上町・60歳）

（岩城亀田最上町・80歳）

（東鮎川・86歳）

（吉沢・93歳）

熊谷　兵次さん

佐々木藤見さん

佐藤鐘治郎さん

小笠原フデさん

菅野　ツネさん

伊藤　正三さん

大滝　ミエさん

（前郷・85歳）

（中田代・67歳）

（岩谷町・77歳）

（松本・95歳）

（大谷・100 歳）

（長坂・94歳）

（大内三川・85歳）

大竹　　貢さん

佐々木孝雄さん

小林ハルヨさん

遠藤　喜一さん

遠藤アヤ子さん

佐藤タヱ子さん

佐藤　慶造さん

（新沢・71歳）

（新田・80歳）

（岩谷町・84歳）

（東由利老方・78歳）

（東由利老方・89歳）

（西目町沼田・65歳）

（鳥海町小川・91歳）

佐藤　利男さん

鈴木　三郎さん

佐藤　リヨさん

（鳥海町栗沢・78歳）

（鳥海町下直根・80歳）

（鳥海町下川内・88歳）

東海林リツ子さん

早川　俊守さん

熊谷　直春さん

畠山　克子さん

（桜小路・82歳）

（西梵天・47歳）

（小人町・76歳）

（表尾崎町・69歳）

加藤菊太郎さん

尾留川のり子さん

熊谷　三郎さん

田口ヒサ子さん

（玉ノ池・101 歳）

（万願寺・65歳）

（川口・85歳）

（三条・86歳）

根元　律樹ちゃん（淳也さん）石脇

木村　陽葵ちゃん（勝人さん）石脇

小杉　優斗ちゃん（直人さん）上野

佐藤　　佑ちゃん（ 誠 さん）川口

小山　知怜ちゃん（泰範さん）東梵天

佐藤　芽依ちゃん（陽太さん）山本

佐々木柊成ちゃん（大輔さん）西目町沼田

りつき

ひまり

ゆうと

　　　ゆう

ちさと

め　い

しゅうせい

齋藤　琉玖ちゃん（ 純 さん）西目町西目

小松ゆずなちゃん（ 渚 さん）鳥海町上川内

藤原　　想ちゃん（ 隆 さん）鳥海町小川

り　く

　　　そう

お
た
よ
り
よ
り

お
た
よ
り

鈴木　勇一さん（旧大内町功労者・大内三川）

３月７日永眠されました。昭和 56年１月

から 10年間川口町内会長を務められ、行

政連絡員として町制の円滑な推進と住民自

治向上に尽力されました。平成３年旧大内

町自治功労。84歳。

　

鳥
海
診
療
所
は
、
こ
れ
ま
で
後
任
医
師

が
確
保
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

市
で
は
様
々
な
手
段
で
情
報
収
集
に
努
め

る
と
と
も
に
、
専
任
職
員
２
人
を
配
置
す

る
な
ど
、
後
任
医
師
確
保
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
後
任
医
師
と
し
て
、
兵
庫
県

で
診
療
所
に
勤
務
し
て
い
た
石
川
成
範
医

師
が
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
に
か
け
る
情
熱
や
強
い
思
い

を
持
つ
石
川
医
師
に
、
よ
り
長
く
地
域
で

診
療
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
域

の
皆
さ
ま
か
ら
暖
か
く
お
迎
え
い
た
だ
き
、

今
後
の
鳥
海
診
療
所
運
営
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
地
域
の
不
安
を
解
消
〜

　

鳥
海
診
療
所　

後
任
医
師
が
決
定

〜
地
域
の
不
安
を
解
消
〜

　

鳥
海
診
療
所　

後
任
医
師
が
決
定

【専門医資格】
　認定内科医・総合内科専門医、循環器専門
　医、呼吸器専門医、　結核病学会専門医・
　指導医

島根医科大学を卒業後、松江市立病院や松江
医療センターなどに勤務。２０１２年からは小代
診療所（兵庫県）に勤務し地域医療に携わる。

　

母
校
を
卒
業
後
、
循
環
器
・
呼

吸
器
を
中
心
に
長
く
島
根
の
地
で

勤
務
医
生
活
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
若
い
頃
か
ら
「
将
来
は
患
者

さ
ん
に
と
っ
て
頼
り
が
い
の
あ

る
、
よ
り
身
近
な
医
療
を
し
た
い
」

と
い
う
希
望
を
持
ち
続
け
て
い
た

た
め
、
専
門
分
野
に
こ
だ
わ
ら
ず

消
化
器
疾
患
を
は
じ
め
と
し
た
内

科
系
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
研
修
に

も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

50
歳
を
区
切
り
と
し
て
、
平
成

24
年
か
ら
兵
庫
の
過
疎
地
の
診
療

所
勤
務
を
開
始
し
、
念
願
で
あ
っ

た
地
域
医
療
に
関
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
診
療
所
で
は
、
患
者

さ
ん
の
要
望
に
真
摯
に
耳
を
傾

け
、
内
科
系
疾
患
に
限
ら
ず
広
く

い
ろ
ん
な
こ
と
に
対
応
で
き
る
よ

う
可
能
な
限
り
努
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
た
び
縁
あ
っ
て
鳥
海
診
療

所
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
安

心
感
の
あ
る
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
入
院
病
床
の
有
効
活
用
を

含
め
、
診
療
所
ス
タ
ッ
フ
全
員
の

力
を
結
集
し
て
精
一
杯
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
の
機
関
や
施
設
と

も
協
力
し
な
が
ら
、
生
活
習
慣
の

改
善
指
導
な
ど
を
通
じ
、
慢
性
疾

患
の
重
症
化
や
再
発
の
予
防
な
ど

に
も
積
極
的
に
関
わ
れ
る
体
制
づ

く
り
も
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
受
け
入

れ
ら
れ
、
末
永
く
お
世
話
に
な
れ

る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
成
範

医師   石 川 成 範（いしかわ　しげのり）先生（医学博士）
52 歳・島根県出雲市出身
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